
　
今
、
保
健

所
を
は
じ
め

と
し
て
公
衆

衛
生
行
政
の

拡
充
を
求
め
て
い
る
▼
2
0
1

0
年
4
月
ま
で
京
都
市
は
11
全

て
の
行
政
区
に
保
健
所
が
設
置

さ
れ
て
い
た
。
地
域
保
健
法
施

行
直
後
に
、
他
の
政
令
市
の
ほ

と
ん
ど
が
保
健
所
の
統
合
を
進

め
た
の
に
対
し
、
京
都
市
は
一

定
期
間
、
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い

た
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
そ

の
後
、
か
つ
て
行
政
区
ご
と
に

設
置
し
て
い
た 

保
健
所
を
1

カ
所
に
統
合
し
た
こ
と
に
よ

り
、
地
域
密
着
で
地
区
医
師
会

と
と
も
に
住
民
の
生
命
・
健
康

を
守
っ
て
き
た
機
能
を
後
退
さ

せ
て
き
た
▼
各
行
政
区
に
保
健

所
が
あ
り
、
そ
の
所
長
が
医
師

で
あ
っ
た
時
代
は
、
地
区
医
師

会
員
で
あ
っ
た
保
健
所
長
と
地

域
の
開
業
医
が
一
緒
に
な
り
、

地
域
住
民
の
健
康
や
命
、
そ
し

て
生
活
を
守
っ
て
き
た
。
ま

た
、
地
域
の
住
民
だ
け
で
な

く
、「
町
」の
健
康
を
守
り
、よ
り

住
み
や
す
い
環
境
を
行
政
と
、

そ
し
て
住
民
と
と
も
に
作
り
育

て
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
地
域

に
医
師
を
中
心
と
し
た
保
健
所

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
地
域

の
開
業
医
は
、
受
診
さ
れ
た
患

者
さ
ん
の
健
康
や
命
を
守
る

が
、地
域
、「
町
」の
健
康
を
守
る

と
い
っ
た
意
識
が
失
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
▼
私

た
ち
は
開
業
医
医
療
の
復
権
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

地
域
と
密
着
し
た
、
医
師
を
中

心
と
し
た
地
域
の
公
衆
衛
生
行

政
を
担
う
保
健
所
が
あ
り
、
地

区
医
師
会
、
地
区
の
開
業
医
、

そ
し
て
市
民
と
と
も
に
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
、
市
民
だ
け
で

な
く
、「
町
」の
健
康
を
守
る
こ

と
に
繋
が
る
と
思
う
。 

（
治
）

　
綴
喜
医
師
会
選
出
の
代
議

員
に
欠
員
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
京
都
府
保
険
医

協
会
選
挙
規
定
第
32
条
1
項

に
よ
り
、
代
議
員
の
補
欠
選

挙
の
公
示
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
2
0
年

12
月
10
日
（
木
）

　
▽
締
切
日
時
＝
12
月
17
日

（
木
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
1
人

　
▽
任
　
期
＝
21
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員 

補
選
の
公
示

綴  

喜

将来の「適正配置」睨み
外来医療機能分化の議論進む

　
厚
生
労
働
省
は
、
外
来
医
療

に
地
域
医
療
構
想
と
同
様
の
発

想
を
持
ち
込
み
、
外
来
医
療
の

機
能
分
化
と
将
来
の
「
適
正
配

置
」
を
目
指
す
動
き
を
活
発
化

さ
せ
て
い
る
。

　
外
来
医
療
を
「
か
か
り
つ
け

医
」
と
「
医
療
資
源
を
重
点
的

に
活
用
す
る
外
来
」
に
分
別

し
、
地
域
に
お
け
る
必
要
数
を

外
来
医
療
計
画
に
定
め
さ
せ
る

新
た
な
方
策
が
示
さ
れ
た
の
は

2
0
2
0
年
2
月
に
開
催
さ
れ

た
医
療
計
画
の
見
直
し
に
関
す

る
検
討
会
だ
っ
た 

（
本
紙
3
0

7
3
号
既
報
）。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、

表
立
っ
た
動
き
は
停
止
し
て
い

る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
し
か

し
、
同
検
討
会
は
10
月
に
再

開
、
11
月
19
日
の
会
合
に
は

「
論
点
の
整
理
（
案
）」
が
示
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　
整
理
（
案
）
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
最
重
要

の
課
題
」
と
し
つ
つ
、「
中
長
期
的
に
は
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
等
に
よ
り
」「
担
い
手
の
減
少
と
需
要
の
質
・
量
の
変
化
と

い
う
課
題
に
直
面
」
し
て
お

　
そ
の
上
で
提
案
さ
れ
た
の
は

大
き
く
次
の
四
つ
で
あ
る
。
ま

ず
、
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活

用
す
る
外
来
を
担
う
医
療
機
関

の
明
確
化
だ
。
求
め
ら
れ
る
基

本
的
な
三
つ
の
機
能
が
示
さ
れ

た
。
①
医
療
資
源
を
重
点
的
に

活
用
す
る
入
院
前
後
の
外
来
②

高
額
の
医
療
機
器
・
設
備
を
使

用
す
る
外
来
③
特
定
の
領
域
に

特
化
し
た
機
能
を
有
す
る
外
来

（
紹
介
患
者
に
対
す
る
外
来
等
）

―
で
あ
る
。

　
次
に
、
外
来
医
療
機
能
の
報

告
制
度
の
創
設
で
、
先
述
し
た

機
能
に
関
す
る
報
告
を
各
医
療

機
関
が
都
道
府
県
に
対
し
て
行

う
。
こ
の
際
、
国
は
各
医
療
機

関
に
対
し
て
、
当
該
医
療
機
関

に
対
し
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特
定

健
診
等
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
Ｎ
Ｄ
Ｂ
）
を
活
用
し
、
実
施

状
況
の
報
告
を
行
う
。
な
お
報

告
の
義
務
化
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
は
一
般
病
床
ま
た
は
療
養
病

床
を
有
す
る
医
療
機
関
に
課
さ

れ
、
無
床
診
療
所
は
任
意
で
の

報
告
と
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
報
告
を
活
用
し
た

都
道
府
県
に
よ
る
外
来
医
療
計

画
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。

現
行
の
外
来
医
療
計
画
の
「
情

報
可
視
化
」
等
に
加
え
、「
医

療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る

り
、「
地
域
で
限
ら
れ
た
医
療

資
源
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的

新
た
な
提
案
含
め

　
21
年
医
療
法
改
定
で
導
入
予
定

厚
労
省

外
来
」（
仮
称
）
の
医
療
機
能

明
確
化
・
連
携
を
位
置
付
け
た

も
の
に
す
る
。

　
最
後
に
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
「
協
議
の
場
」
の
設
置
で
、

協
議
の
場
は
現
行
の
地
域
医
療

構
想
に
お
け
る
調
整
会
議
を
活

用
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　
さ
ら
に
現
在
、
外
来
医
師
偏

在
指
標
に
よ
り
外
来
医
師
多
数

区
域
と
さ
れ
た
区
域
に
お
け
る

開
業
ハ
ー
ド
ル
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
地
域
で
不
足
す
る
医
療

機
能
を
担
う
こ
と
が
開
業
の
条

件
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、「
不

足
す
る
医
療
機
能
」
の
抽
出
に

も
外
来
機
能
報
告
制
度
（
仮

称
）
デ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
以
上
の
新
た
な
仕

組
み
は
2
0
2
1
年
の
国
会
に

お
け
る
医
療
法
改
定
で
の
導
入

が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
国
の
方

針
貫
徹
に
有
利
な
デ
ー
タ
を
提

供
し
、
そ
の
範
囲
内
に
都
道
府

県
を
縛
り
つ
け
る
。
形
式
上
は

自
治
体
と
地
域
の
医
療
機
関
の

責
任
に
お
い
て
事
を
進
め
さ
せ

る
手
法
が
、
今
回
も
採
用
さ
れ

る
も
よ
う
だ
。 （
2
面
に
続
く
）

　
保
険
医
協
会
は

保
険
で
国
民
の
健

康
を
守
る
良
い
医

療
と
保
険
医
の
医

療
・
医
業
と
生
活

を
守
る
こ
と
を
二

大
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
活
動

し
て
い
る
。

　
勤
務
医
の
先
生
方
に
は
、
協

会
は
開
業
医
の
た
め
の
団
体
と

み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
も
し

れ
な
い
。
実
際
会
員
2
3
0
9

人
の
う
ち
、
90
％
は
開
業
医
で

勤
務
医
は
10
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
（
2
0

2
0
年
11
月
末
現
在
）。

　
そ
こ
で
協
会
は
18
年
に
「
勤

務
医
委
員
会
準
備
会
」、
20
年

に
は
「
勤
務
医
委
員
会
」
を
発

足
さ
せ
た
。
勤
務
医
に
も
協
会

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

勤
務
医
に
役
立
つ
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

　
現
在
ま
で
の
主
な
取
り
組
み

と
し
て
、
保
険
医
年
金
や
グ

ル
ー
プ
生
命
保
険
、
医
師
賠
償

責
任
保
険
な
ど
協
会
の
多
様
な

共
済
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
府
内
の
病
院
勤
務
医

約
5
3
0
0
人
に
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
年
2
回
送
付
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
勤
務
医
か
ら
の
資
料

請
求
の
件
数
や
新
規
入
会
会
員

が
増
え
つ
つ
あ
り
、
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
る
。
協
会
の
共
済

制
度
は
医
師
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
沿
っ
て
作
ら
れ
て
お
り
、

勤
務
医
に
も
有
益
で
あ
る
。
ぜ

ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
保
険
診
療
に
つ
い

て
、
協
会
が
長
年
蓄
積
し
て
き

た
知
見
に
基
づ
い
た
講
習
会

を
、
京
都
市
内
の
2
病
院
に
出

向
い
て
実
施
し
て
き
た
。
病
院

勤
務
で
生
か
せ
る
内
容
に
特
化

し
、
1
回
目
は
保
険
診
療
の
基

礎
を
主
に
研
修
医
に
、
2
回
目

は
実
際
の
レ
セ
プ
ト
を
活
用
し

た
保
険
診
療
の
解
説
を
若
手
医

師
に
行
っ
た
。
計
画
し
て
い
た

3
回
目
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の

た
め
に
中
止
と
な
っ
た
が
、
今

後
も
継
続
す
べ
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
な
ど
の

方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
初
冬
を
迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

が
再
度
流
行
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
感
染
を
診
療
す
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
病
院
勤
務
医
の

負
担
増
が
危
惧
さ
れ
る
。
ワ
ク

チ
ン
実
用
化
の
報
道
も
あ
る

が
、
お
そ
ら
く
短
期
間
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
撲
滅
さ
れ

る
こ
と
は
困
難
で
、
ウ
イ
ル
ス

と
共
存
し
た
診
療
や
生
活
の
新

し
い
様
式
が
勤
務
医
に
も
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
保
険
医
協
会
は
、
勤
務
医
が

そ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
も

適
応
し
、「
医
療
・
医
業
と
生

活
を
守
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
勤
務
医
に
も
寄
り
添
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

勤
務
医
に
も
寄
り
添
い

医
業
・
生
活
守
る
活
動
進
め
る

に
活
用
し
」「
質
の
高
い
外
来

医
療
の
提
供
体
制
を
確
保
・
調

整
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
」
と

の
ロ
ジ
ッ
ク
で
外
来
機
能
分
化

を
コ
ロ
ナ
以
前
と
変
わ
り
な
く

推
進
す
る
こ
と
を
表
明
。
む
し

ろ
コ
ロ
ナ
禍
を
梃
子
に
さ
ら
に

進
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
て

取
れ
る
。

病床数
（※）

 特定機能
病院

地域医療
支援病院

その他 全体

現 在 の 定 額
負担（義務）
対象病院

200床以上
1,354
(16.1%)

現 在 の 定 額
負担（任意）
対象病院

200床未満
0

(0%)
27

(0.3%)
7,031

(83.6%)
7,058
(83.9%)

全体
86

(1.0%)
607

(7.2%)
7,719

(91.8%)
8,412
(100%)

出典：特定機能病院一覧等を基に作成（一般病床規模別の病院数は平成29年度医療施設調査より集計）
※ 病床数は一般病床の数であり、特定機能病院は平成31年４月、地域医療支援病院は平成30年１２月時点。

86

(1.0%)

580

(6.9%)
688

(8.2%)

「医療資源を重点的

に活用する外来」（仮

称）を地域で基幹的に

担う病院

初診料
2,140円

医療保険から支給
2,140円×７割

患者負担
2,140円×３割 初診料

2,140円

医療保険から支給
140円×７割

患者負担
140円×３割

医療保険の負担軽減分
▲2,000円×７割

▲2,000円
×３割

控除分
▲2,000円

※１　初診料は288点だが、紹介率が低い場合等に214点に減額されるケースを想定。
※２　太枠部分が医療機関の収入総額となり、現行制度と見直し案は同額となる。

定額負担　5,000円 定額負担　5,000円

定額負担増額　2,000円以上

現行制度（初診のみ・３割負担の場合） 新たな制度案（2,000円増額等の一定の仮定をおいた場合）

図1 定額負担の対象病院拡大について（案）

図2 定額負担の増額と公的医療保険の負担軽減について（案）

第134回社会保障審議会医療保険部会（11月19日）資料より作成

2 0 2 0 年 （令和 2 年） 1 2 月 1 0 日 第 3 0 8 7 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

地
区
と
の
懇
談（
福
知
山
、下
東
）�（
2
面
）

理
事
長
談
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認�

（
5
面
）

年
末
調
整
と
決
算
対
策
の
ポ
イ
ン
ト�

（
6
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、

全
く
当
た
っ
て
い
な
い
と
思

う
。
無
症
状
の
感
染
者
が
コ
ロ

ナ
を
広
め
、
今
な
お
多
く
の
感

染
者
が
感
染
源
不
明
だ
。
コ
ロ

ナ
が
あ
る
限
り
経
済
は
復
活
し

な
い
。
無
症
状
者
か
ら
の
感
染

を
な
く
す
ま
で
隔
離
を
す
る
な

ど
し
て
封
じ
込
め
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
日
本
で
は
そ
れ

が
行
わ
れ
て
い
な
い
」と
述
べ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
よ
り
、

「
国
が
進
め
て
い
る
対
策
が
有

効
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
て
な

い
。
今
後
新
た
な
新
興
感
染
症

が
起
こ
っ
た
場
合
、
速
や
か
に

有
効
な
対
策
が
と
れ
な
い
こ
と

を
危
惧
す
る
。
日
本
で
は
全
国

的
に
感
染
者
数
の
高
止
ま
り
が

続
い
て
い
る
中
、
G
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
で
は
感
染
防
止
の
基

本
と
な
る
人
と
人
の
接
触
を
断

つ
こ
と
が
で
き
ず
、
感
染
を
制

御
で
き
な
い
の
は
当
然
。
一
度

感
染
を
封
じ
込
め
な
い
と
い
つ

ま
で
も
続
い
て
し
ま
う
」
と
回

答
。
こ
れ
を
受
け
地
区
よ
り

「
感
染
症
対
策
は
専
門
家
が
集

ま
っ
て
議
論
し
指
針
を
出
し
て

い
く
べ
き
な
の
に
、
経
済
人
が

入
っ
て
経
済
的
理
由
を
優
先
に

し
て
、
感
染
症
対
策
を
封
じ
込

め
て
い
る
。
政
府
が
委
嘱
し
た

有
識
者
で
会
議
し
、
政
府
の
意

の
ま
ま
の
結
論
に
な
る
。
非
常

に
憂
う
べ
き
状
況
だ
。
学
術
団

体
が
独
立
性
を
保
っ
て
国
に
も

の
を
言
う
べ
き
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
地
区
か
ら
「
小
児
科

の
受
診
が
激
減
し
た
」「
マ
ス

ク
を
す
る
機
会
が
格
段
に
増
え

た
た
め
口
元
の
皮
膚
炎
、
手
の

消
毒
の
た
め
に
手
荒
れ
の
患
者

が
増
え
た
」「
福
知
山
市
で

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
補
助
の
対
象
を
広
げ
て
い

る
」
な
ど
地
域
で
の
状
況
が
発

言
さ
れ
た
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
期
に
入
り
、
発
熱
患

者
の
対
応
と
し
て
「
抗
原
検
査

は
す
ぐ
に
結
果
が
出
る
の
で
、

ト
リ
ア
ー
ジ
に
役
立
て
て
い

る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
冨
士
原
正
人
副
会

長
よ
り
「
協
会
も
我
々
も
、
少

な
く
と
も
医
療
で
は
正
論
が
通

じ
る
よ
う
に
、
互
い
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
閉
会
し
た
。

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
見
直
し
が
迫
ら
れ

る
医
療
政
策
」
に
つ
い

て
協
会
よ
り
説
明
。
各

部
会
か
ら
情
報
提
供
の

後
、
意
見
交
換
し
た
。

　
地
区
よ
り
「
コ
ロ
ナ

に
よ
っ
て
経
済
危
機
が

起
こ
っ
て
い
る
。
国
の

感
染
対
策
は
場
当
た
り

的
だ
。
国
は
施
策
が
正

場
当
た
り
的
な
国
の
感
染
症
対
策
を
憂
慮

福
知
山
医
師
会
と
懇
談

10
月
24
日
ﾠ
福
知
山
医
師
会
館

発
熱
患
者
の
受
診
の
流
れ
不
明
瞭
で
危
機
感

下
京
東
部
医
師
会
と
懇
談

11
月
11
日
ﾠ
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都

　
協
会
は
、
11
月
11
日
に
下
京

東
部
医
師
会
と
の
懇
談
会
を
地

区
会
場
（
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン

セ
ス
京
都
）
と
協
会
会
議
室
と

を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
会
議
に
て
開

催
。
地
区
か
ら
12
人
、
協
会
か

ら
5
人
が
出
席
し
た
。
下
京
東

部
医
師
会
の
深
江
英
一
副
会
長

の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
岸
本
和

隆
会
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
で
例
年
通
り

の
開
催
が
困
難
と
な
り
、
協
会

執
行
部
と
下
京
東
部
医
師
会
の

理
事
会
を
ネ
ッ
ト
で
繋
ぐ
形
と

し
た
こ
と
を
説
明
。
協
会
か
ら

は
鈴
木
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。

今
年
度
の
共
通
テ
ー
マ
で
あ
る

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
診
療
報
酬
上
の
臨

時
的
取
扱
い
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
見
直
し
が

迫
ら
れ
る
医
療
政
策
―
に
つ
い

て
話
題
提
供
し
、
意
見
を
求
め

た
。

　
意
見
交
換
で
は
地
区
よ
り
、

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
発
熱

患
者
も
し
く
は
診
療
・
検
査
を

受
け
入
れ
て
い
な
い
医
療
機
関

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
医
療
相
談
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
不
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
、
近
医
の
内
科
に
受
診
す
る

よ
う
指
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
報

告
さ
れ
た
。「
京
都
府
版
の
発
熱

患
者
の
受
診
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
で
は
、
診
療
・
検
査

医
療
機
関
へ
誘
導
し
て

い
く
よ
う
に
見
え
る

が
、
近
医
が
診
る
こ
と

に
な
る
の
か
」「
紹
介

し
た
患
者
を
戻
し
、
現

場
の
医
療
機
関
に
責
任

を
押
し
付
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
申
し
入
れ
て

ほ
し
い
。
医
療
機
関
が

紹
介
先
を
探
す
の
で

は
、
何
の
た
め
の
相
談
セ
ン

タ
ー
か
分
か
ら
な
い
」
等
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

協
会
は
、「
相
談
セ
ン
タ
ー
の

実
態
は
、
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
と
変
わ
ら
な
い
対

応
で
、
そ
の
受
け
皿
が
全
く
で

き
て
い
な
い
。
京
都
府
は
府
医

師
会
に
丸
投
げ
で
能
動
的
に
動

い
て
お
ら
ず
、
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り

と
要
請
し
て
い
き
た
い
」
と
回

答
し
た
。

　
検
査
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
は

地
区
よ
り
、「
現
在
は
ド
ラ
イ

の
分
の
補
填
を
患
者
か
ら
の
直

接
徴
収
で
補
わ
せ
る
と
い
う
手

法
で
あ
る
（
図
2
）。
こ
れ
は

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
受
診

に
つ
い
て
療
養
の
給
付
を
縮
小

す
る
動
き
で
あ
り
、
奇
襲
と
さ

え
い
え
る
も
の
だ
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
も
か
か
わ
ら
ず
国
サ
イ
ド
で

は
外
来
医
療
の
在
り
方
の
議
論

を
め
ぐ
る
動
き
が
騒
が
し
い
。

協
会
は
こ
れ
ら
を
皆
保
険
体
制

を
支
え
る
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
・

自
由
開
業
・
療
養
の
給
付
に
対

す
る
一
体
的
な
攻
撃
と
捉
え
、

必
要
な
運
動
を
会
員
各
位
に
提

起
し
、
取
り
組
み
を
強
め
る
。

　
一
方
、
医
療
資
源
を
重
点
的

に
活
用
す
る
外
来
を
、
大
病
院

受
診
時
の
定
額
負
担
拡
大
に
利

用
す
る
動
き
が
あ
る
。

　
11
月
19
日
、
社
会
保
障
審
議

会
医
療
保
険
部
会
で
厚
生
労
働

省
は
、
紹
介
状
な
し
で
大
病
院

を
受
診
し
た
患
者
か
ら
の
定
額

負
担
徴
収
を
義
務
づ
け
る
対
象

病
院
を
拡
大
し
、
2
0
0
床
以

上
で
「
医
療
資
源
を
重
点
的
に

活
用
す
る
外
来
を
地
域
で
基
幹

的
に
担
う
病
院
」
を
加
え
る
方

針
を
示
し
た
（
図
1
）。

　
加
え
て
見
過
ご
せ
な
い
の
は

定
額
負
担
を
さ
ら
に
上
乗
せ
す

る
こ
と
、そ
の
際
、「
公
的
医
療

保
険
の
負
担
軽
減
」
の
た
め
、

紹
介
状
な
し
で
大
病
院
を
受
診

す
る
患
者
に
か
か
る
初
・
再
診

料
を
保
険
給
付
か
ら
除
外
（
例

示
で
は
2
0
0
0
円
）
し
、
そ

も
保
有
す
る
医
療
機
器
も
極
め

て
個
別
性
が
高
い
。
国
が
目
指

す
の
は
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
制
限

と
自
由
開
業
規
制
、
そ
し
て
究

極
に
は
医
師
の
在
り
方
、
医
療

の
在
り
方
の
統
制
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
か
か
り
つ
け
医
を
計

画
配
置
す
る
と
と
も
に
、
か
か

り
つ
け
医
を
通
じ
て
し
か
専
門

科
や
入
院
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
無
床

診
療
所
の
機
能
分
化
、
類
型
化

（
つ
ま
り
か
か
り
つ
け
医
と
非

か
か
り
つ
け
医
＝
医
療
資
源
を

重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
）
こ

そ
が
、
国
に
と
っ
て
本
丸
で
あ

る
は
ず
だ
。

　
新
た
に
設
け
ら
れ
る
外
来
機

能
報
告
制
度
の
義
務
化
対
象
か

ら
無
床
診
療
所
は
外
さ
れ
る
見

通
し
と
な
っ
た
。
だ
が
、
検
討

会
の
論
点
の
整
理
（
案
）
の
文

中
に
も
「
ま
ず
は
」
と
い
う
文

言
に
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
義

務
化
は
必
至
で
あ
ろ
う
。
そ
も

そ
も
無
床
診
療
所
は
一
括
り
に

で
き
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
標
榜

科
が
あ
り
、
開
業
医
一
人
ひ
と

り
の
目
指
す
べ
き
医
療
が
あ

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
診
療
内
容

新
設
さ
れ
る
外
来
機
能
報
告
制
度

　
無
床
診
は「
ま
ず
は
」除
外
見
通
し

　
協
会
は
10
月
24
日
、
福
知
山

医
師
会
と
の
懇
談
会
を
地
区
医

師
会
館
と
協
会
会
議
室
を
繋
ぐ

ネ
ッ
ト
会
議
に
て
開
催
。
地
区

か
ら
7
人
、
協
会
か
ら
6
人
の

出
席
で
開
催
し
た
。
冒
頭
、
福

知
山
医
師
会
・
井
土
昇
会
長
よ

り
、
意
見
交
換
を
通
じ
て
実
り

あ
る
懇
談
会
と
し
た
い
と
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
協
会
・
鈴

木
理
事
長
よ
り
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
診
療
報
酬
上

の
臨
時
的
取
扱
い
」「
新
型
コ

ブ
ス
ル
ー
の
み
で
あ
る
が
、
独

歩
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
行
け
る
と

こ
ろ
は
京
都
府
や
府
医
師
会
で

設
置
す
る
予
定
は
な
い
の
か
」

と
の
質
問
が
あ
り
、
協
会
は

「
場
所
は
ま
だ
確
定
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、
今
年
中
に
さ

ら
に
3
カ
所
増
や
す
予
定
で
、

ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
も
導
入
し
た

い
意
向
は
あ
る
よ
う
で
地
区
か

ら
要
請
す
べ
き
」
と
し
た
。

　
ま
た
、
発
熱
外
来
診
療
体
制

確
保
支
援
補
助
金
の
申
請
方
法

に
関
す
る
質
問
に
は
、
京
都
府

か
ら
診
療
・
検
査
医
療
機
関
に

指
定
さ
れ
た
「
指
令
書
」
を

も
っ
て
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
令
和
2
年
度
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
流
行
期
に
備
え
た
発
熱

患
者
の
外
来
診
療
・
検
査
体
制

確
保
事
業
」
か
ら
申
請
す
る
こ

と
を
情
報
提
供
し
た
。

　
そ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
導

入
へ
の
協
会
の
ス
タ
ン
ス
や
、

事
前
に
地
区
よ
り
寄
せ
ら
れ
た

意
見
等
に
対
し
コ
メ
ン
ト
を

行
っ
た
。

大
病
院
受
診
時
定
額
負
担
の
拡
大
方
針

外
来
機
能
分
化
と
連
動

1
面
か
ら
の
続
き

　医療安全面からみた院内感染対策や法的リスクにつ
いてご講演いただきます。

医療安全講習会 Zoom 開催

コロナ禍のいま！

院内感染対策と損害賠償責任

演題① ― 救急から介護まで ―
  COVID-19禍からみえる安全・感染管理

の新しいかたち
 講　師　辰巳 陽一 氏
  （近畿大学病院安全管理部教授近畿大学医学部血液・膠原病内科教授）
演題② 院内感染に伴う損害賠償責任について
 講　師　福山 勝紀 氏（あやめ法律事務所・弁護士）

日　時 12月26日（土）午後２時～４時
形　式 Zoom によるリモート講習会
申　込 京都府保険医協会のホームページ
 またはメール（info@hokeni.jp）
 ※ メールでお申し込みの場合、下記の項目をご入力下

さい。医療機関名、お名前、メールアドレス、お電
話番号、受講人数

病院対象

出
席
者
13
人
で
開
催
さ

れ
た
福
知
山
医
師
会
と

の
懇
談

出
席
者
17
人
で
開
催
さ

れ
た
下
京
東
部
医
師
会

と
の
懇
談

各種情報提供や講習会の案内など、協会ホームページのお知らせ
欄を随時更新しています。ぜひチェックしてみて下さい。

協会
ホームペー

ジ

随時更新中
 !
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本
書
で
は
、
日
本
の
国
民
皆

保
険
制
度
の
優
位
性
、
し
か

し
、
新
自
由
主
義
に
よ
り
、
医

療
が
蝕
ま
れ
て
い
く
過
程
の
中

で
保
険
医
が
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
国
民
皆
保
険

制
度
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
は

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
」
高

い
水
準
で
、
必
要
な
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

も
低
コ
ス
ト
で
良
好
な
健
康
水

準
を
維
持
し
、
世
界
に
誇
れ
る

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て

い
ま
す
。
世
界
一
低
い
乳
児
死

亡
率
、
世
界
に
誇
る
長
寿
国
で

あ
り
健
康
意
識
が
高
い
こ
と

は
、
日
本
の
開
業
医
の
果
た
し

て
き
た
こ
と
が
大
き
い
こ
と
、

し
か
し
、
新
自
由
主
義
に
よ

り
、
企
業
利
益
の
た
め
の
労
働

者
の
賃
金
削
減
、
非
正
規
労
働

者
の
雇
用
、
企
業
の
法
人
税
、

社
会
保
険
の
負
担
の
軽
減
、
弱

小
産
業
、
農
業
に
対
す
る
保
護

の
撤
廃
に
進
み
、
地
方
財
政
の

大
削
減
が
行
わ
れ
、
医
療
に
対

し
て
も
、
不
採
算
部
門
は
切
り

捨
て
ら
れ
、
過
疎
地
や
地
方
は

見
捨
て
ら
れ
、
病
院
の
統
廃

合
、
保
健
所
の
縮
小
や
人
員
削

減
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
述

べ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
医
療
に
余
裕
が

な
く
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

医
療
崩
壊
を
起
こ
し
か
ね
な
い

大
き
な
問
題
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
在
院
日
数
の
縛

り
の
中
で
、
よ
い
医
療
を
し
よ

う
と
し
て
も
こ
こ
ろ
に
も
余
裕

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
長
い
間
、
脳
卒
中
患

者
さ
ん
の
障
が
い
受
容
「
現
在

の
障
が
い
の
あ
る
状
態
、
こ
れ

が
自
分
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
受
容
者

に
は
人
生
に
満
足
（
人
生
の
受

容
）
し
、
経
済
的
に
安
定
し
て

い
る
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で

す
。
豊
か
な
人
生
に
は
障
が
い

を
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
こ
ろ
の

余
裕
が
生
ま
れ
、
逆
に
、
厳
し

い
人
生
を
経
て
き
た
人
は
、

「
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
自

分
に
起
こ
る
の
か
」
と
悔
し
い

思
い
を
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
医
療
と
は
患
者
さ
ん

の
人
生
と
の
対
話
で
あ
る
と
実

感
し
て
き
ま
し
た
。

　
辻
俊
明
先
生
は
、
本
書
で

「
良
き
医
療
者
は
病
人
と
一
緒

に
な
っ
て
本
当
の
幸
福
を
追
求

で
き
る
。
家
庭
や
職
場
、
生
育

時
の
環
境
が
疾
病
の
一
因
に

な
っ
て
い
る
場
合
、
良
き
医
療

者
は
そ
れ
ら
を
突
き
止
め
、
対

処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
患
者

の
置
か
れ
た
社
会
的
背
景
を
考

慮
し
つ
つ
、
最
善
の
医
療
を
選

択
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
患
者
さ
ん
と
結

び
つ
き
、
人
生
と
の
対
話
を
し

て
い
る
の
で
す
。
開
業
医
の
皆

さ
ん
も
そ
の
よ
う
に
し
て
い
ま

プロフィール
1968年 札幌医科大学卒業、82年 勤医
協札幌丘珠病院勤務、2000年～07
年 札幌医科大学医学部臨床教授、08
年 ひまわり会札樽病院勤務、18年 三
草会クラーク病院勤務。
現在、クラーク病院リハビリテーショ
ンセンター顧問。

　
協
会
は
、
10
月
29
日
に
医
院
・
診
療
所
で
の
接
遇
マ
ナ
ー

研
修
会
（
初
級
）
を
開
催
し
た
。
今
回
の
開
催
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
の
た
め
定
員
を
削
減
し
て
実
施

し
た
。
講
師
に
は
㈱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｉ
Ｑ
協
会
の
川
﨑
ゆ

か
り
氏
を
招
き
、
参
加
者
は
選
ば
れ
る
医
院
を
目
指
す
上
で

の
医
療
接
遇
の
重
要
性
を
学
び
、
接
遇
の
基
本
実
習
を
含
め

楽
し
く
研
修
し
た
。
出
席
者
は
20
人
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
研
修
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
接
遇
面
で
も
意

識
さ
せ
ら
れ
る
興
味
深
い
内
容

で
し
た
。

　
今
ま
で
も
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
笑
顔
で
患
者
さ
ん
と
接
し
て

い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
マ
ス

ク
着
用
で
は
相
手
に
表
情
を
読

み
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し

く
、
さ
ら
に
意
識
（
オ
ー
バ
ー

に
）
し
た
表
情
に
し
な
い
と
伝

わ
り
に
く
い
こ
と
を
学
び
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
口
調
や
声
の
ト
ー
ン
や
大

き
さ
も
マ
ス
ク
着
用
や
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
、
飛
沫
防
止
カ

バ
ー
等
の
下
で
は
患
者
さ
ん
が

聞
き
取
り
に
く
く
な
る
の
を
避

け
る
こ
と
も
大
事
だ
と
理
解
し

ま
し
た
。

　
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
患

者
さ
ん
は
、
他
の
お
店
に
行
く

の
と
は
違
う
理
由
で
来
院
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
し
ん
ど

く
て
、
不
安
で
と
い
っ
た
状
態

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
恐
怖
と
不
安
が
プ
ラ
ス
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
診
に
来
ら
れ
た

患
者
さ
ん
が
院
内
で
よ
り
安
心

で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
接
遇
は
人
的

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
重
要
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
当
院
も
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
さ

ん
が
来
院
さ
れ
ま
す
。
今
回
の

研
修
で
学
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
の

接
遇
を
実
践
し
、
今
ま
で
以
上

に
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
受
診

で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
川
﨑
ゆ
か
り
先
生
の
接

遇
研
修
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の

毎
日
の
仕
事
が
今
よ
り
も
良
い

も
の
に
な
る
こ
と
を
求
め
て
参

な
い
こ
と
が
多
い
な
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
先
生
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
て

も
分
か
る
素
敵
な
笑
顔
と
明
る

い
声
で
お
話
を
し
て
下
さ
り
、

お
話
の
内
容
も
分
か
り
や
す

く
、
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と

を
少
し
取
り
入
れ
る
だ
け
で
こ

ん
な
に
も
患
者
さ
ん
か
ら
の
印

象
が
変
わ
る
の
か
！　
と
改
め

て
勉
強
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
1
年
前
に
も

川
﨑
先
生
の
接
遇
研
修
を
受
講

し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
な
る

ほ
ど
！　
と
思
っ
て
取
り
入
れ

た
つ
も
り
だ
っ
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
抜
け
落
ち
て
い
た
こ
と
に

も
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
ま
で
以

上
に
患
者
さ
ん
は
不
安
な
気
持

ち
で
来
院
さ
れ
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
私
も
川
﨑
先
生
の
よ

う
に
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も

分
か
る
よ
う
な
笑
顔
で
、
教
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
実
践
し

て
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
心

配
や
不
安
が
取
り
除
け
る
よ
う

に
今
後
も
働
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

す
。
と
て
も
重
要
な
役
割
で

す
。
地
域
と
結
び
つ
き
患
者
さ

ん
と
苦
楽
を
と
も
に
す
る
先
生

方
が
い
て
、
皆
保
険
制
度
が
存

続
す
る
限
り
、
医
療
崩
壊
を
く

い
止
め
、
新
し
い
時
代
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
全
て
の
医
療
従
事

者
が
手
に
と
っ
て
読
む
べ
き
一

冊
で
あ
り
ま
す
。

開業医医療崩壊の危機と展望
これからの日本の医療を支える
若き医師たちへ
京都府保険医協会・編

かもがわ出版　2019年11月
本体価格1,700円＋税

　
協
会
は
11
月
18
日
、
厚
労
政

務
三
役
、
厚
生
労
働
省
保
険
局

医
療
課
長
、
同
課
長
補
佐
に
対

し
て
、
レ
セ
プ
ト
記
載
要
領
通

知
の
「
別
表
Ⅰ
」（
当
会
発
行

『
社
会
保
険
診
療
提
要
』
2
0

2
0
年
4
月
版
、
1
4
9
4
〜

1
5
4
6
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に

つ
い
て
一
部
訂
正
を
求
め
る

「
お
願
い
」
を
提
出
し
た
。
内

容
は
算
定
留
意
事
項
通
知
に
書

か
れ
た
レ
セ
プ
ト
記
載
要
領
と

の
間
に
明
ら
か
な
矛
盾
が
生
じ

て
い
る
記
載
3
点
に
つ
い
て
事

務
的
な
訂
正
を
求
め
る
も
の
。

10
月
診
療
分
の
提
出
の
際
に
協

会
へ
の
電
話
照
会
が
多
数
あ
っ

た
も
の
に
絞
っ
て
、
訂
正
を
促

し
た
。

　
2
0
1
6
年
分
の
「
給
与
所

得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）

申
告
書
」「
源
泉
徴
収
票
」
か

ら
個
人
番
号
欄
が
追
加
さ
れ
て

い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

の
っ
と
っ
て
年
末
調
整
事
務
を

年
末
調
整
事
務
に
係
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
い

行
う
場
合
は
、
事
前
に
安
全
管

理
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
取
得
・
利
用
・
提

供
・
収
集
・
保
管
・
廃
棄
を
適

切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
な
い
場
合
で
も
税
務

署
が
書
類
を
受
理
し
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
。

　
安
全
管
理
措
置
等
の
医
療
機

関
実
務
の
留
意
点
に
つ
い
て
、

本
紙
2
9
4
0
号
付
録
（
15
年

9
月
5
日
発
行
）
で
詳
細
を
お

伝
え
し
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
確

認
い
た
だ
き
た
い
。
ご
質
問
や

お
問
い
合
わ
せ
は
協
会
事
務
局

ま
で
。

第200回 定時代議員会
　京都府保険医協会は第200回定時代議員会を開催します。代議
員の方はぜひご出席下さい。代議員が欠席の場合は、予備代議員
の出席をお願いします。
　また、京都府保険医協会議事規定第４章第21条により、代議員
が議案を提出される場合は、同規定に定められた手続きでご提出
下さい。議案書は１月中旬頃に発送の予定です。

加
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
い
く
つ
か
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
勤
務
し
て
10
年
に
な

り
ま
す
。

　
常
日
頃
か
ら
、
患
者
さ
ん
に

は
少
し
で
も
分
か
り
や
す
い
説

明
を
し
て
、
患
者
さ
ん
の
心
配

や
不
安
が
軽
く
な
っ
て
病
院
を

後
に
し
て
貰
え
る
よ
う
に
と
心

が
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
患
者
さ
ん
と
お
話

し
て
い
て
も
、
う
ま
く
伝
わ
ら

日　時 2021年 1 月28日（木）
 午後２時15分～４時
場　所 ホテルグランヴィア京都 5 階
 「古今の間」 （JR京都駅直結）☎075-344-8888
議　題 ① 2020年度上半期活動報告
 ② 2020年度下半期重点方針
 ③ 決議採択、等

※ 社会的距離を考慮するなど新型コロナウイルス等の感染拡
大防止に努め、対象地区等を限定したネット参加併用で開
催する予定です。

医療とは患者さんの
人生との対話である

岡本 五十雄

『開業医医療崩壊の危機と展望』 を読んで ― 日
々
の
所
作
を
再
確
認
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ご
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
の

は
、
知
人
の
著
作
で
残
念
な
が
ら

書
店
に
は
な
い
。
恐
ら
く
著
者
の

仕
事
場
で
あ
る
京
都
中
央
法
律
事

務
所
に
ま
だ
15
冊
残
さ
れ
て
い
る

と
お
聞
き
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

小
評
に
偶
々
心
動
か
さ
れ
た
方
な

ら
ば
、
連
絡
し
て
贈
呈
を
お
受
け

に
な
れ
ば
と
思
う
。
莇
立
明
氏
の

こ
の
本
書
は
、
氏
が
京
都
府
保
険

医
協
会
元
顧
問
弁
護
士
で
、
医
療

安
全
対
策
部
の
委
員
会
で
、
私
も

被
告
病
・
医
院
側
に
立
っ
て
の
発

言
を
聴
い
た
り
、
業
務
遂
行
へ
の

模
様
を
背
中
か
ら
拝
見
し
た
り
し

て
、
い
つ
の
間
に
か
臨
床
的
・
実

践
法
学
上
の
師
と
も
な
っ
て
い
た

氏
の
一
種
の
私
的
歴
史
書
で
あ
る
。

　
な
ぜ
、
送
付
・
贈
呈
を
受
け
す

で
に
13
年
も
経
っ
た
今
頃
推
薦
・

紹
介
す
る
の
か
は
、
当
時
、
1
頁

目
の
「「
法
曹
一
元
」・「
陪
審
」

い
と
し
て
最
初
に
持
っ
て
き
た
文

章
は
、
大
よ
そ
難
し
く
し
か
も
当

時
ま
だ
関
心
の
な
か
っ
た
「
法
曹

一
元
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
頓
挫

し
た
よ
う
で
あ
る
。
今
あ
ら
た
め

て
、
妻
の
勧
め
に
も
従
い
、
後
ろ

か
ら
み
る
と
、「
六
、
随
想
―
そ

の
時
々
」「
五
、
憲
法
『
改
正
』

を
ど
う
考
え
る
か
」「
四
、医
療
、

そ
し
て
裁
判
」「
三
、弁
護
士
・
弁

護
士
会
―
そ
の
歴
史
と
議
論
―
」

「
二
、司
法
・『
司
法
改
革
』と
は
」

「
一
、
陪
審
・
参
審
・
裁
判
員
制

度
」
と
の
内
容
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
当
時
の
重
要
問
題
に
対
す
る
氏

の
見
識
あ
る
意
見
が
実
感
的
・
説

得
的
に
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
逆
順

に
し
た
効
果
も
あ
り
今
回
は
円
滑

に
読
み
進
め
ら
れ
た
。
医
師
の
私

に
は
法
曹
三
者
一
元
で
あ
る
こ
と

か
ら
ど
う
法
曹
一
体
で
あ
る
の
か

否
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
、
社
会
的
経
験
・
実
践
的
知

識
の
豊
か
な
弁
護
士
が
裁
判
官
に

も
任
官
さ
れ
、
人
間
的
に
も
成
熟

し
た
者
か
ら
の
事
実
認
定
・
司
法

判
断
が
よ
り
重
要
で
好
ま
し
い
こ

と
な
ど
は
、
医
師
の
社
会
通
念
か

ら
も
よ
く
理
解
で
き
る
。

　
氏
の
協
会
元
顧
問
時
に
は
、
原

告
（
患
者
・
遺
族
）
側
へ
消
極
的

要
件
（
本
人
の
疾
病
・
傷
害
な
ど

私
病
起
因
性
）
の
否
定
を
求
め
て

証
明
責
任
の
転
換
を
図
る
な
ど
、

相
手
方
に
は
嫌
味
な
辣
腕
弁
護
士

だ
な
あ
と
思
っ
て
発
言
を
聴
い
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
本
書
で

は
、
我
々
に
も
関
連
す
る
裁
判
員

制
度
を
含
め
て
司
法
制
度
論
に
大

変
詳
し
い
記
載
で
、
弁
護
士
登
録

後
も
立
命
館
大
学
法
学
部
で
講
師

と
し
て
同
テ
ー
マ
に
関
わ
る
講
義

を
し
た
り
、
京
都
弁
護
士
会
会
長

や
日
弁
連
副
会
長
も
務
め
、
欧
米

の
司
法
状
況
を
視
察
し
た
り
す
る

な
ど
、
2
足
・
3
足
の
わ
ら
じ
を

履
い
て
こ
ら
れ
た
の
を
今
頃
知
っ

た
次
第
で
あ
る
。
益
々
の
ご
健
勝

ご
活
躍
を
祈
り
、
筆
を
お
く
。 

 

（
宇
治
久
世
・
宇
田 

憲
司
）

社
会
的
経
験
・
実
践
的
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た

司
法
制
度
改
革
に
詳
し
い
書

2
0
1
9
年
度
決
算
報
告

保
険
医
年
金
分
科
会

　
協
会
は
、
11
月
18
日
に
金
融

共
済
委
員
会
・
保
険
医
年
金
分

科
会
を
開
催
し
た
。
本
分
科
会

は
、
毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
、

保
険
医
年
金
受
託
生
保
各
社
も

参
加
し
、
幹
事
会
社
で
あ
る
大

比
1
0
6
・
2
％
の
支
払
い
を

し
た
。
京
都
で
は
6
億
6
9
2

3
万
円
で
対
前
年
比
73
・
7
％

と
減
っ
た
。

　
全
国
の
年
度
末
加
入
者
数
は

4
万
3
4
7
9
人
、
加
入
口
数

42
万
1
4
0
口
と
な
り
、
う
ち

京
都
の
加
入
者
数
8
8
6
人
、

加
入
口
数
9
7
6
0
口
と
な
っ

た
。

　
近
年
の
加
入
人
数
・
口
数
を

み
る
と
、
月
払
で
減
少
、
一
時

払
は
増
加
の
傾
向
が
あ
る
。
決

算
に
は
直
接
あ
ら
わ
れ
て
い
な

い
が
、
2
0
2
0
年
度
に
お
け

る
普
及
活
動
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

自
粛
が
次
の
決
算
に
影
響
す
る

と
思
わ
れ
る
。

　
保
険
医
年
金
は
、
安
定
性
・

安
全
性
・
自
在
性
に
富
ん
だ
制

度
で
あ
り
、
国
内
生
保
会
社
6

社
の
共
同
受
託
に
よ
る
運
営
を

し
て
い
る
。
2
0
1
9
年
度
は

0
・
0
7
9
％
の
配
当
が
あ

り
、
予
定
利
率
1
・
2
5
9
％

と
合
わ
せ
て
1
・
3
3
8
％
と

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

加
入
者
の
積
立
金
は
、
毎
年
決

算
時
に
責
任
準
備
金
と
し
て
積

み
立
て
ら
れ
、
今
年
度
は
約
1

兆
2
9
2
8
億
円
、
対
前
年
比

1
0
1
・
1
％
を
確
保
し
た
。

加
入
者
へ
の
積
立
金
通
知
書
は

10
月
下
旬
か
ら
11
月
初
旬
に
幹

事
会
社
か
ら
発
送
し
た
。 

　
京
都
は
保
険
医
年
金
の
制
度

発
足
協
会
で
あ
り
、
加
入
者
一

人
当
た
り
の
平
均
積
立
金
額
は

全
国
平
均
積
立
額
よ
り
高
い
。

ま
た
、
京
都
の
会
員
加
入
者
一

人
当
た
り
の
加
入
口
数
平
均
に

つ
い
て
も
月
払
11
・
9
口
、
一

時
払
24
口
で
あ
り
、
全
国
平
均

よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
水
準
を
維
持
す
る
べ
く
、
と

り
わ
け
40
〜
50
歳
代
を
中
心
と

し
た
比
較
的
若
い
会
員
に
保
険

医
年
金
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

加
入
者
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
来
春
の
普
及
は
、
2

0
2
1
年
4
月
1
日
よ
り
開
始

す
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
会
員
の
利

用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
一
部
報
道
に
あ
っ
た
第
一
生

命
保
険
株
式
会
社
の
「
企
業
年

金
の
予
定
利
率
の
引
き
下
げ
」

記
事
に
つ
い
て
、
引
き
下
げ
対

象
は
「
確
定
給
付
年
金
」
で
あ

り
、
保
険
医
年
金
の
「
拠
出
型

企
業
年
金
保
険
」
と
は
異
な

り
、
引
き
下
げ
の
対
象
で
は
な

い
。
た
だ
し
、
他
社
を
含
め
て

こ
れ
に
追
従
す
る
可
能
性
が
な

い
か
、
今
後
も
注
視
し
情
報
収

集
し
た
い
。

裁
判
と
は
」
の
上
段
16
行
、
下
段

16
行
中
14
行
を
読
み
、
医
師
の
私

に
は
そ
れ
以
上
の
関
心
が
湧
か

ず
、
長
年
図
書
棚
に
並
べ
て
い
た

の
を
、
こ
の
9
月
そ
ろ
そ
ろ
終
活

開
始
と
小
児
科
医
の
妻
が
手
に
取

り
、「
お
も
し
ろ
い
じ
ゃ
な
い
！
」

と
言
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え

ば
、「
弁
護
士
会
館
の
裸
婦
画
に

つ
い
て
」
な
ん
か
傑
作
と
喜
ん
で

い
た
。
羊
水
検
査
の
説
明
な
く
ダ

樹
生
命
か
ら
保
険
医
年
金
の
決

算
報
告
を
受
け
て
い
る
。
2
0

1
9
年
度
の
概
要
は
以
下
の
通

り
。

　
全
国
の
加
入
状
況
は
、
掛
金

収
入
額
6
0
7
億
8
2
0
1
万

円
で
対
前
年
比
93
・
5
％
と
な

り
、
う
ち
月
払
掛
金
4
3
8
億

6
8
0
1
万
円
で
対
前
年
比

99
・
6
％
、
一
時
払
掛
金
1
6

9
億
1
4
0
0
万
円
で
対
前
年

比
80
・
7
％
と
な
っ
た
。
京
都

で
は
、
掛
金
収
入
額
12
億
8
8

8
3
万
円
で
対
前
年
比
94
・
6

％
で
あ
っ
た
。

　
全
国
の
脱
退
一
時
金
は
2
8

3
億
7
1
8
2
万
円
で
対
前
年

　
今
号
（
5
面
）
に
鈴
木
理
事

長
が
談
話
で
解
説
し
て
い
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
」
は
、

2
0
1
9
年
に
国
会
成
立
し
た

「
医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ

効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」（
健
康
保
険
法
等

一
部
改
正
法
）
に
基
づ
き
、
導

入
さ
れ
た
（
本
紙
第
3
0
4
6

号
既
報
）。
21
年
3
月
か
ら
保

険
資
格
確
認
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
用
い
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
は

「
全
て
の
患
者
が
診
療
等
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
躍
起
に

な
り
、
補
助
金
も
準
備
し
て

「
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
」
の
普
及
を
勧
め
て
い

る
。
医
療
機
関
は
な
か
ば
脅
迫

さ
れ
た
よ
う
な
状
態
で
導
入
の

検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
一

度
立
ち
止
ま
り
、
な
ぜ
国
が
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
再
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
19
年
の
健
康
保
険
法
等
一
部

改
正
法
は
「
医
療
保
険
制
度
の

適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図

る
た
め
」
と
し
て
、
健
康
保
険

法
、
国
民
健
康
保
険
法
、
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
、
介
護
保
険
法
、
国
民
年
金

法
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
法
と
多
岐
に
わ
た
る
法
改

正
で
あ
り
、「
こ
れ
か
ら
の
医

療
制
度
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
を

図
る
も
の
だ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
と
同
時
に
法
定
化

さ
れ
た
の
は
、
①
電
子
カ
ル
テ

標
準
化
（≒

一
元
化
）
②
レ

セ
プ
ト
情
報
・
特
定
健
診
等
情

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｎ
Ｄ
Ｂ
）、

介
護
Ｄ
Ｂ
連
結
解
析
と
デ
ー
タ

の
第
三
者
提
供
③
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
実

施
④
審
査
支
払
機
関
の
機
能
の

強
化
―
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
浮

か
び
上
が
る
の
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
個
々
人
の
医
療
情
報
を

紐
づ
け
、
国
が
個
々
人
の
受
療

行
動
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
需
給
の

行
動
を
把
握
で
き
る
仕
組
み
に

す
る
こ
と
、
審
査
基
準
の
一
元

化
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ェ
ッ

ク
の
強
化
を
進
め
、
医
師
の
裁

量
に
基
づ
く
医
療
内
容
へ
規
制

的
に
介
入
す
る
こ
と
、
高
齢
者

へ
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、「
通
い
の
場
」
と
称
し
た

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
取
組
ま
で

「
社
会
資
源
」
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
等
で
あ
る
。

　
低
迷
に
喘
ぐ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

自
体
の
普
及
率
を
高
め
た
い
と

い
う
意
図
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
向
こ
う
側
に

は
先
述
の
よ
う
に
医
療
の
在
り

方
を
根
底
か
ら
覆
す
計
画
が
控

え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
あ
ら

た
め
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い
。

ウ
ン
症
児
分
娩
訴
訟
や
無

説
明
硬
膜
外
麻
酔
無
痛
分

娩
訴
訟
も
興
味
深
か
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
読
書
時
に
は
私
は
ま

ず
、
前
書
き
、
後
書
き
を

読
み
、
そ
の
後
に
初
頁
か

ら
読
み
進
め
る
の
で
あ
る

が
、
著
者
が
一
番
言
い
た
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医
療
の
在
り
方
根
底
か
ら
覆
す
狙
い
潜
む

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
警
鐘

厚生労働省ホームページ「オンライン資格確認の導入について」より

オンライン資格確認とは

保険請求関連書籍のご案内
日常診療にすぐに役立つ

届出医療等の活用と留意点
（2020年度～2021年度版）

在宅医療点数の手引
（2020年度改定版）

5,000円 4,000円

希望会員のみ有料で販売します。購入申込はグリーン
ペーパーNo.291（11月25日発行）Ｐ24の申込書をご利
用下さい。数に限りがありますので､ お早めに｡

新刊

各種「届出医療」の留意点
を解説するとともに、届出
時、日常管理に便利なチェ
ックリストを各項目ごとに
掲載！診療所・病院ともに
増加している「届出医療」
の運用に重宝できる１冊。

複雑化の一途を辿る在宅医
療点数や関連する介護報酬
について、豊富な図表、レ
セプト請求事例を用いて詳
しく解説。初心者からベテ
ランまで在宅医療点数請求
にあたって必携の一冊。



　今年８月に社会保険診療報酬支払基金からオンライン資
格確認システムの導入、案内のリーフレットが届き、戸
惑っておられる方も多いと思われます。協会への問い合わ
せも多いので、まずは理事長の談話・解説を発表させてい
ただきます。

オンライン資格確認導入は義務化ではない
　社会保険診療報酬支払基金のホームページのＱ＆Ａにも
明確に「義務化ではない」と述べられています。従来通り
の保険証確認は今後も続けられます。すでに顔認証付き
カードリーダー（以下ＣＲ機）の申請を行った医療機関でも
期限内ならキャンセルも可能、ただし納品された後での中
止はＣＲ機価格が請求されるので注意が必要です。
　政府がオンライン資格確認導入を急ぐ意図を諸会議の報
告から分析すると、その理由の第一は普及が進まないマイ
ナンバーカード（以下ＭＮＣ）登録の後押し。第二はこのシ
ステムによる保険者の作業負担の軽減、効率化。第三はこ
のインフラの整備によるオンライン請求の拡大。第四はレ
セプト情報・特定健診等情報（＝ナショナルデータベース、
以下ＮＤＢ）の第三者利活用の突破口（後述）。第五に患者・
国民各人をマイナポータルへ自動的に誘導することです。
これらの意図はそれぞれが大きな問題を孕んでいます。

今導入決定を急ぐ必要は全くない
　社会保険診療報酬支払基金は21年３月よりオンライン資
格確認サービスを開始する予定です。それに間に合わすべ
く申請を催促しています。しかし、23年３月31日までにシ
ステム改修等を完了し、23年６月30日までに補助金の申請
をすれば、予定額の補助金も受け取れる（ＣＲ機も無料）
ことになっています。ＣＲ機納品の遅延を考えても、22年
９月頃までに決めれば間に合います。予算は「健康保険法
等一部改正法」で保障された資金があります（目指される
オンライン資格確認導入目標は、21年３月末６割、22年３
月末９割、23年３月末10割）。

補助金は全額支給ではない
　ＣＲ機は無償配布されますが、これだけではシステムは
完成しません。ベンダーと交渉し、保険者との間のネット
ワーク環境の整備やレセコンシステム改修等が必要です。
この周辺整備分も支援金は出ますが、その額は診療所では
かかった費用の４分の３で上限32.1万円とされています。
レセプトオンライン請求を行っていない医療機関が導入を
図ればこれではとうてい賄えません。多くのベンダーが好
機と見てシステム改修に高額を設定しており問題です。当
初の申請数が伸びなかったため、急遽20年度中は診療所で
は上限42.9万円までの満額補助が発表されました。

オンライン資格確認を導入しても、レセプト
オンライン請求は義務化ではない

　オンライン資格確認システムを導入すれば、自院のレセ
コンと保険者間がオンラインシステムで結ばれ、レセプト
オンライン請求ができ得る環境になります。しかし、それ
でもレセプトオンライン請求を行うことは義務ではありま
せん。

オンライン資格確認が導入されても、タイム
ラグ問題は残る

　今回の制度は保険証を個人単位の終生変わらぬ番号にし
て、保険者が変わってもスムーズに保険証確認ができるこ
とが大きなメリットとして挙げられています。しかし、保
険者の切り替えにタイムラグが生じるとされており、他に
も資格証明書や短期証の発行、生活保護医療の請求との切
り替えにもタイムラグが予想されます。この隙間期間に患
者が医院を受診すれば“無保険”扱いにされます。このよ
うな時には従来の保険証、資格証明書や診察券による受付
が必要になります。

従来の受付業務の併用はなくならない 
かえって医療機関の事務作業負担は増加する

　自民党のデジタル社会推進本部は進まないＭＮＣの普及
対策に保険証としてＭＮＣしか使えなくする強硬策を検討
しています。しかし、患者がＭＮＣに保険証登録していな
い場合、ＭＮＣを持参しなかった場合、さらに労災、自賠
責、自費などに対しても従来の窓口受付が必要です。しか
もＣＲ機導入医療機関で窓口受付の場合、毎回職員の手に
よる保険証番号の代行入力・確認の手間が発生し負担増が
予想されます。さらに、“無保険”が判明しても、医療機
関ではカルテを作り診療せざるを得ません。従来の目視確
認より確実に事務負担は増えます。
　本来保険資格確認は保険者の責務であり、それを返戻の
形で各医療機関に押し付けている現状こそ問題にすべきで
す。自民党案は手段でしかないＭＮＣを目的化しており、
かえって生活や仕事に不便を持ち込む恐れが大です。

顔認証付きカード受付システムの最大の問題
は、CR機の患者同意画面

　患者が保険証の登録されたＭＮＣをＣＲ機にかざすと本
人確認の次に【図①】のような同意取得画面が現れます
が、ほとんどの患者（国民）は何の同意か理解できないで
しょう。同意内容は二つあって、左は薬剤情報提供の同
意、右は特定健診情報提供の同意となっています。
　2011年の「高齢者医療確保法」によりＮＤＢの収集とそ
の利活用が開始されました。ただしＮＤＢはその匿名化度
が低いため第三者利活用には厳重な審査が課せられまし
た。さらに18年改定の「個人情報保護法」により「病歴」
が「要配慮個人情報」に指定され、医療情報の第三者提供
には本人同意の縛りが掛かりました。この状況をひっくり
返したのが19年の「健康保険法等一部改正法」で、オンラ
イン資格確認とは全く無関係に「個人情報保護法」の特例
として“緩い”同意形式で、“低い”匿名化度のＮＤＢ等
の第三者提供が法制化されたのです。その手段としての本
人同意の画面という訳です。
　ニーズの高い薬剤情報とそれ以外を分けたのは適切です
が、画面右側の標題の「過去の健診情報の提供同意」は言
葉が正確ではありません。法的には「健診情報“等”」で
あり、健診以外の介護情報や全国癌登録や難病の情報も近
い将来名寄せして提供できるようになります。
　さらに“カルテ情報”までも情報提供できるよう更なる法
改正の検討が始まっています。患者への説明もなく、安易
に「同意」ボタンを押しそうなＣＲ機の画面設定が問題で
す。加えて、患者が毎回のＣＲ機で手続きの都度、同意と
非同意の異なるボタンを押せば、扱われる情報の第三者提
供の可・不可の峻別に必ず混乱が発生します。その確認作
業が事務負担になります。保険証番号の代行入力時には毎
回職員による同意確認とその入力も事務負担になります。

この制度の真の狙いは何であったか？
　政府がＩＴ立国を掲
げ、医療情報のデジタル
化とそれをターゲット
マーケティング等に利活
用する方針は20年前から
構想され、2014年10月の
「行政機関が保有する
パーソナルデータに関す
る研究会中間整理」で
は、「医療に関するデー
タは、完全に個人特定性
を失わせたものでは無く
（完全に失わせるまで加
工したデータは利用のメ
リットが失われてしま
う）、…利活用を認める

制度とする」と規定されました。14年以降ＮＤＢ等を新産
業創出、成長戦略に利活用できるよう法改正を促す閣議決
定が何回も採択されています。
　その集約がＣＲ機の同意画面で、第三者に渡ったＮＤＢ
等が本人を特定され得る情報に暗号解除され、さまざまな
産業・民間企業に利活用され得る“突破口”が開かれたの
です。第三者提供については審議会が設けられますが、
「高齢者医療確保法」等の厳格規定が外された上での審査
ですから、従来よりも“緩い許可決定”となります。言わ
ば“合法的”個人情報の漏洩です。

危ないマイナポータル
　国民がＭＮＣのＩＣチップ内に保険証登録をするにはス
マホ等にマイナポータルアプリをインストールして手続き
を行います。自分自身の過去の特定健診情報等を見るにも
マイナポータルが必要です。マイナポータルは従来から医
療情報を中心として個人のさまざまな情報を名寄せして一
堂に集め閲覧できる基盤として総務省が開発したもので
す。従来は各人が明確な参加の意志を持って同意して加盟
するサイトでした。それがこの度の改変で知らぬ間に安易
な同意で加盟・運用されることにされました。マイナポー
タルが個人の機微にわたるさまざまな情報を一生涯名寄せ
蓄積していく基盤となるリスクは計り知れません。さらに
その窓口がＭＮＣ1枚となれば、窃盗や盗み見という“非
合法的”情報漏洩や悪用のリスクも高まります。
　マイナポータルへの参加は、保険証登録窓口とは切り離
して、改めて明確な本人同意を必要とする加盟方式である
従来の取り扱いに戻すべきです。

個人情報保護はどうあるべきか
　個人情報保護委員会のホームページを開けば、個人情報
の位置づけが【図②】のように説明されています。すなわ
ち、個人情報に関わるあらゆる民間分野、公的分野におけ
る個別法律は、「個人情報保護法」の上に乗っています。
この大前提を特例として覆した「健康保険法等一部改正
法」に対して再度根本的法律改正を検討すべきです。
　今すぐできる対応としては、ＣＲ機の「同意画面」の運
用の見直しです。各人が「同意画面」の選択に慎重に対応
することで、かなりの個人情報の自主的防衛が図れます。
本来的には制度として本人同意の確認を厳格にすることで
す。さらに情報の第三者提供を審査する審議会に対して厳
格な審査を要求し、医療・介護以外の分野で少しでも個人
と紐付けされ得る情報の利活用が疑われれば、申請を却下
する運用を求めます。

【図②】

【図①】

19年成立の健康保険法等
一部改正法の抜本的見直しを
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年末調整とは
　給与の支払者は、毎月の給与や賞与を支払う際に所定の「源
泉徴収税額表」によって所得税を源泉徴収しなければならな
い。その源泉徴収した税額の年間合計額は、給与を受け取った
人の年間給与総額に対する所得税額（年税額）と一致しないの
が通常である。
　その主な理由は、①源泉徴収税額表が年間を通して毎月の給
与の額に変動がないものとして作られており、実際には年の中
途で給与の額が改定されている場合があること②年の中途で扶
養親族等に異動があっても、異動後の支払い分から源泉徴収税
額を修正するだけで、さかのぼって各月の源泉徴収税額が修正
されないこと③配偶者特別控除や生命保険料・地震保険料の控
除など年末調整の際に控除されるものがあることなどがあげら
れる。
　この不一致を精算するために、年間の給与総額が確定する年
末にその年の所得税額（年税額）を正しく計算し、これまでに
徴収した税額との差額を徴収または還付することが必要とな
る。この精算手続を「年末調整」と呼んでいる。

年末調整の事務手続き
① 　源泉徴収簿に記載した毎月の給与や賞与の支払額、給与・

賞与から控除した社会保険料、源泉徴収した税額の年間合計
額を計算する。年の中途で採用した従業員の場合には、前職

（１月から退職月まで）の源泉徴収票に記載された給与等の
金額を合算する。

② 　①で集計した年間の給与の総額から「給与所得控除後の給
与等の額」を求め、「所得控除」の合計額を差引し、「課税所
得金額」を算出する。「課税所得金額」に税率を乗じて税額
を求め、住宅借入金等特別控除を控除して年調所得税額を算
出する。

③ 　②で求めた年調所得税額に102.1％を乗じて、復興特別所
得税を含む年調年税額を算出する（100円未満の端数は切り
捨て）。

④ 　③で求めた年調年税額と従業員から源泉徴収した年間の税
額との差額を本人還付（不足の場合は徴収）する。

⑤ 　従業員から源泉徴収した税額（未納付分）に年末調整の過
不足税額の合計額を加えて、翌年の１月10日（納期の特例が
提出されている場合は20日）までに納付しなければならな
い。

年末調整事務の留意点
①　令和２年分改正事項
 ア．給与所得控除額
   　給与所得控除額が一律10万円引き下げられ、給与等の収

入金額が850万円を超える場合は195万円の定額とされた。
 イ．基礎控除額
   　基礎控除の額は、合計所得金額が2,400万円以下の所得

者は48万円・2,400万円超2,450万円以下の所得は32万円・
2,450万円超2,500万円以下の所得者は16万円とされた。（改
正前：38万円　所得制限なし）。

 ウ．ひとり親控除の創設
   　所得者がひとり親（次の要件を満たす者）である場合に

は、35万円控除される。
  ＊一定の要件
   　生計を一にする子（所得金額が48万円以下）を有し、合

計所得金額が500万円以下で、事実上婚姻関係と同様の事
情にあると認められる人がいないこと。

 エ．寡婦控除
   　寡婦（寡夫）控除がひとり親に該当しない寡婦（次の要

件を満たす者）に係る寡婦控除に改組され、特別の寡婦に
該当する場合の寡婦控除の特例が廃止された。

  ＊一定の要件
  〇夫と離婚後婚姻していない方　
   　扶養親族を有し、合計所得金額が500万円以下で、事実

上婚姻関係と同様の事情にあると認められる人がいないこ
と。

  〇夫と死別後婚姻していない方
   　合計所得金額が500万円以下で、事実上婚姻関係と同様

の事情にあると認められる人がいないこと。
 オ．所得金額調整控除の創設
   　給与の収入金額が850万円を超える所得者で、次の要件

を満たすときは、給与収入金額（1,000万円超は1,000万円）
から850万円を控除した金額の10％を給与所得の金額から
控除される。

  ＊一定の要件（いずれかに該当）
  〇自身が特別障害者。
  〇 同一生計配偶者（事業専従者を除く）または扶養親族が

特別障害者。
  〇23歳未満の扶養親族を有している。
 カ ．扶養親族、配偶者および勤労学生の合計所得金額要件が

それぞれ10万円引き上げられた。
②　扶養控除等（異動）申告書について
  　「令和２年分扶養控除等申告書」の提出がない場合（乙欄適

用）には、年末調整することはできない。令和２年中に扶養親

族等の異動があった場合や「ひとり親」に該当する場合は「扶
養控除等申告書」に変更の内容を記入しなければならない。

  　源泉控除対象配偶者（合計所得金額が900万円以下の所得
者と生計を一にする配偶者で、合計所得金額が95万円以下の
者）がある場合には、「扶養控除等申告書」に記入する必要
がある。

  　16歳未満の扶養親族（年少扶養親族）については、扶養控
除を受けることはできないが、住民税に関する事項の欄に
は、記入する必要がある。

  　19歳以上23歳未満の扶養親族については、特定扶養親族の
欄に□✓を付ける（扶養控除の額63万円）。所得者の同一生計
配偶者または扶養親族が障害者である場合には、障害者の欄
に□✓を付ける（障害者控除の額：一般障害者27万円・特別障
害者40万円・同居特別障害者75万円）。

（注）個人番号（マイナンバー）について
 　　マイナンバー制度の導入に伴って、平成28年１月１日以降に受理する
「扶養控除等申告書」に個人番号を記載することが義務づけられた。源泉
徴収票を市区町村に提出する際には、個人番号を記載する必要がある。

③ 　基礎控除申告書 兼 配偶者控除等申告書 兼 所得金額調整
控除申告書について

 ア．基礎控除申告書
   　基礎控除の適用を受けるためには「基礎控除申告書」に

本年中の合計所得金額の見積額による基礎控除の額を記入
し、提出しなければならない。

 イ．配偶者控除等特別控除
   　合計所得金額1,000万円以下の所得者が配偶者控除また

は配偶者特別控除の適用を受ける場合は、「配偶者控除等
申告書」に配偶者の合計所得金額の見積額による控除額を
記入し、提出しなければならない。

 ウ．所得金額調整控除申告書
   　所得金額調整控除の適用を受ける場合には、「要件」欄

の該当する項目に□✓を付け、扶養親族等の氏名を記入し、
提出しなければならない。

④　保険料控除申告書について
  　生命保険料控除や地震保険料控除などの控除の適用を受け

る場合は、「給与所得者の保険料控除申告書」を提出しなけ
ればならない。

 ア．国民年金保険料・国民年金基金掛金
   　国民年金保険料および国民年金基金の掛金について社会

保険料控除の適用を受ける場合には、「保険料控除申告書」
に支払額を記入するとともに証明書を添付しなければなら
ない。２年分の国民年金保険料を前納したときは、納めた
年に一括控除する方法と各年において控除する方法を選択
適用することができる。

 イ．後期高齢者医療制度の保険料
   　従業員が生計を一にする親族の後期高齢者医療制度の保

険料を口座振替等により支払った場合には、社会保険料控
除の適用を受けることができる。なお、後期高齢者医療制
度の保険料が年金から天引きされている場合には、年金受
給者が社会保険料控除の適用を受けることになる。

 ウ．生命保険料
   　平成24年分以後、一般生命保険料控除（旧：最高５万

円、新：最高４万円）と個人年金保険料控除（旧：最高５
万円、新：最高４万円）、介護医療保険料控除（平成24年
１月１日以後締結等したもの：最高４万円）との合計適用
限度額が12万円とされた。なお、新旧両方の保険契約を締
結している場合は、新旧の保険契約ごとに区分計算し、納
税者の有利な方を選択することができる。

 エ．地震保険料
   　地震保険料を支払った場合や一定の旧長期損害保険料を

支払った場合には地震保険料控除の適用を受けることがで
きる（最高５万円、旧長期損害保険料のみは最高１万５千
円）。

 オ．確定拠出年金
   　企業型年金加入者掛金または個人型年金（iDeCo）加

入者掛金は小規模企業共済等掛金控除の適用を受けること
ができる。本人が直接支払ったものについては「保険料控
除申告書」に支払額を記入するとともに証明書を添付しな
ければならない。

⑤ 　個人の府民税および市民税の住宅借入金等特別税額控除制
度について

  　住宅借入金等特別控除の適用がある者（平成21年から令和
３年12月31日の間に入居する者に限る）について、所得税の
額から税額控除することができない住宅借入金等特別控除の
額がある場合には一定額を住民税の額から控除される。

  　適用を受ける際には、源泉徴収票の摘要欄に「居住開始年
月日」、「住宅借入金等特別控除可能額」を記入する必要があ
る。

決算対策と消費税（1,000万円超個人事業者）
　決算対策と消費税の留意点は次のとおりである。

１．決算
　所得金額は、収入金額から必要経費を差引し算出されるた
め、本年分の収入金額になるものや未払経費・減価償却費など

本年分の必要経費になるものを計上する必要がある。この手続
きを「決算整理」という。
（１）収入金額
　年内に保険診療・検診・予防接種等を行ったもので、年末ま
でに入金していないものは、未収入金に計上し収入金額に計上
する必要がある。
（２）必要経費
①　薬品等の棚卸
  　医薬品や診療材料等は、収入の原価として実際に使用した

ものが必要経費となる。棚卸の金額は、年末に残っている薬
品等の数量（実際に調べる）にその年の最終の仕入単価（納
入価）を乗じて計算する（消費税分はプラスする）。
②　少額減価償却資産の必要経費算入
  　青色申告者が１個・１組30万円未満（消費税込）の器具備

品等を取得し事業に使用した場合には、取得価額の合計額が
300万円に達するまでの金額（令和２年１月１日以降に開業
された方は取得価額の合計額300万円を按分計算）を取得し
た年の必要経費にすることができる。確定申告書に取得価額
に関する明細書を添付する必要がある。

（注）少額減価償却資産を取得した年に必要経費に算入した場合でも償却資
産税の対象資産となるので留意する必要がある。

③　減価償却制度について
  　減価償却資産（建物・医療機械など）について平成19年４

月１日以後に取得したものと平成19年３月31日以前に取得し
たものに区分し、それぞれの償却方法で減価償却し、必要経
費に計上する。平成19年３月31日以前に取得した減価償却資
産について償却費の累積額が取得価額の95％に達している場
合には、取得価額の５％から１円を控除した額について、５
年間均等償却し、必要経費に計上する。　

  　所有権移転外リース契約ついては、リース資産を売買によ
り取得したものとされるため、リース料総額（取得価額）を
リース期間定額法により減価償却し、必要経費に計上する。

（注）平成28年４月１日以後に取得する建物附属設備・構築物の償却方法は
定額法とされた。テナントの内装工事等は償却資産税の対象となるので
留意する必要がある。

④　特別償却の必要経費算入等
  　青色申告者が適用することができる主な特別償却等はつぎ

のとおりである。その選択にあたっては、その可否を検討
し、特別償却等を適用する必要がある。

「医療用機器等（新品）の特別償却（租税特別措置法12条の 2 ）」
　令和３年３月31日までに厚生労働大臣が指定した取得価額
500万円以上（消費税込）の医療用機器を取得（所有権移転外
リース契約を除く）し事業の用に供した場合には、普通償却費
とは別に取得価額の12％を特別償却することができる。新た
に、一定の勤務時間短縮用設備等や構想適合病院用建物等を取
得し事業の用に供した場合の特別償却制度が設けられた（平成
31年４月１日以降取得分）。
「中小企業者の機械等（新品）の特別償却又は税額控除（租税
特別措置法10条の 3 ）」
　取得価額70万円以上（消費税込）の一定のソフトウエアを取
得し事業の用に供した場合には、普通償却費とは別に取得価額
の30％の特別償却か取得価額の７％の税額控除のいずれか選択
適用することができる。
　なお、所有権移転外リース契約についてはリース料総額が上
記要件を満たせば、税額控除の適用を受けることができる。
「給与等の引上げ及び設備投資等を行った場合等の税額控除
（租税特別措置法10条の 5の 4 ）」
　令和２年分について一定の要件を満たすときは、雇用者給与
等支給増加額の15％（教育訓練費増加や経営力向上計画認定の
要件を満たす場合は25％）の税額控除の適用を受けることがで
きる。

２．消費税
　平成30年分の課税売上（検診や予防接種、自費診療等）（注１）

1,000万円超の事業者または令和元年分の特定期間（注２）の課税
売上1,000万円超の事業者は、令和２年分の消費税課税事業者
となる。
　令和２年分から新たに課税事業者になられた方で、簡易課税
制度を選択した場合には、簡易課税制度を２年間継続する必要
がある。
　令和２年分の消費税申告分から「本則課税」から「簡易課
税」、「簡易課税」から「本則課税」に変更する場合や平成23年
税法改正（注３）の適用により令和２年分から課税事業者になら
れる方で、「簡易課税制度」を選択する場合には、その可否を
検討し、令和２年12月31日までに税務署に所定の届出書を提出
する必要がある（注４）。
（注１）	 事業資産の譲渡や他の事業、不動産収入（地代収入、居住用の賃貸

収入は除く）なども自費診療等に合算するので注意が必要である。
（注２）	 免税事業者の判定（平成23年消費税法改正）
	 	 	 基準期間（前々年）の課税売上が1,000万円以下、前年の１月から６

月まで（特定期間）の課税売上が1,000万円以下（売上に代えてその期
間の給与支給額でもよい）のいずれにも該当する者が免税事業者となる。

（注３）	 高額特定資産（税抜1,000万円以上）の取得等した場合
	 	 	 課税事業者を選択及び簡易課税制度を選択していない事業者が、平成

28年４月１日以降、高額特定資産を取得等した場合は、取得等した日の
属する課税期間の翌課税期間から２年間は、事業者免税点制度及び簡易
課税制度を適用されないこととされた。

（注４）	 新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業者については特例
が設けられている。

３．固定資産税
　新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年２月～10月
の任意の連続する３か月間の売上高が前年同期間と比較して30
％以上減少している中小事業者および個人事業者が所有する事
業用家屋および償却資産について届出により軽減を受けること
ができる（令和３年に限る）。

　給与支払者にとって１年の締めくくりの手続きとなる年末調整。橋本清治税理士にポイントを解説
いただいた。マイナンバーの取扱いについては本紙 3 面を参照下さい。

税理士
橋本 清治年末調整と決算対策のポイント
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型
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ロ
ナ
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査
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各税込送料別

医師・医療機関にとって賠償責任への備
えは必須です。保険医協会の保険は会員
のみなさまからのニーズにお応えして、
多様な補償をご用意しています。

いつでも
加入・型変更が
できます

保険医協会は医療機関や会員医師・ご家
族・医療従事者を取り巻くリスクに対応で
きる各種制度をご用意しています。リスク
対策は万全か、いま一度ご確認下さい。

医療機関のリスクを
まるごとサポート

介護サービス等に基づく賠償責任
ウ ォ ー ム ハ ー ト
（介護福祉事業者等賠償責任保険）

針刺し事故等への備え、
従業員の福利厚生に
針刺し事故等補償プラン
針刺し事故感染症
見舞金補償プラン

個人情報漏えい保険
サ イ バ ー 保 険

医療行為・医療施設（建物・設備）
や給食に基づく賠償責任
医師賠償責任保険
産業医・学校医等
嘱託医活動賠償責任保険

  2021年４月から 医師賠償責任保険に
300型 （1事故3億円／期間中9億円）を新設
高額な賠償請求に備え、保険金額を引き上げました
※Ｃ型（法人診療所）、Ｄ型（法人病院）、Ｅ型（勤務医師）が対象
詳細については21年1月25日発行の本紙に同封を予定している案内パンフレットでご確認下さい。

　
Ｑ
、
当
院
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に

よ
っ
て
は
、
他
の
公
費
負
担
医

療
制
度
の
受
給
者
証
や
、
41
43

44
45
の
福
祉
医
療
の
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
際
の
適
用
の
優
先
順

位
お
よ
び
レ
セ
プ
ト
記
載
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

　
Ａ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原

検
査
い
ず
れ
も
感
染
症
法
に
か

か
る
公
費
負
担
医
療
制
度
の
対

象
な
の
で
法
別
番
号
は
28
と

な
っ
て
い
ま
す
。
公
費
の
法
別

番
号
は
10
〜
79
ま
で
あ
り
、
若

い
番
号
ほ
ど
優
先
順
位
が
高
い

　
思
っ
た
以
上
に
ス
カ
ス
カ
じ
ゃ

な
い
か
。
理
念
は
語
ら
ず
、
説
明

能
力
も
答
弁
能
力
も
乏
し
い
。
法

律
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　
携
帯
料
金
、
不
妊
治
療
な
ど
個

別
政
策
は
打
ち
出
す
け
れ
ど
、
緊

急
最
大
の
課
題
で
あ
る
コ
ロ
ナ
に

は
無
策
で
、
危
機
管
理
が
で
き
て

い
な
い
。
経
済
、
社
会
保
障
の
基

本
方
針
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
そ
の
菅
氏
が
自
民
党
総
裁
選
、

国
会
の
所
信
表
明
演
説
で
繰
り
返

し
た
理
念
ら
し
き
言
葉
は「
自
助
、

共
助
、
公
助
」。
本
人
が
ど
こ
ま

で
意
味
を
理
解
し
て
口
に
し
て
い

る
の
か
は
不
明
だ
が
、
自
身
の
感

覚
に
は
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
1
9
9
0
年

代
か
ら
防
災
の
分
野
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
自
助
、
共
助
、

公
助
の
ど
れ
も
が
必
要
だ
と
い
う

並
列
的
な
位
置
づ
け
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
や
が
て
社
会
保
障

の
分
野
に
持
ち
込
ま
れ
、
ま
ず
は

自
助
、次
に
共
助
（
社
会
保
険
）、

最
後
に
公
助
と
い
う
順
序
を
強
調

す
る
ト
ー
ン
に
な
っ
た
。
途
中
に

互
助
（
親
族
や
住
民
の
助
け
合

い
）
を
は
さ
む
こ
と
も
あ
る
。

　
な
か
な
か
巧
妙
な
言
い
回
し

で
、
多
く
の
人
は
「
ま
あ
、
そ
う

だ
」
と
受
け
止
め
る
。
自
己
責
任

論
、
新
自
由
主
義
で
け
し
か
ら
ん

と
言
う
の
は
た
や
す
い
が
、
内
容

に
踏
み
込
ん
で
論
理
的
に
批
判
す

る
の
は
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

　
公
衆
衛
生
、
災
害
、
教
育
、
交

通
、
環
境
な
ど
は
公
的
取
り
組
み

が
肝
心
だ
。
障
害
、
病
気
、
ひ
と

り
親
を
は
じ
め
、
不
利
な
条
件
に

あ
る
人
は
、
公
助
や
共
助
が
な
け

れ
ば
自
助
も
発
揮
し
に
く
い
。

　
と
は
い
え
「
自
助
、
共
助
、
公

助
」
は
、
す
べ
て
自
助
で
や
れ
と

言
っ
て
い
る
わ
け
で
も
、
公
助
を

否
定
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
か

ら
、
か
わ
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
公
助
の
代
表
格
で
あ
る
生
活
保

護
制
度
に
は
「
補
足
性
の
原
理
」

が
あ
り
、
自
助
、
共
助
を
先
に
求

め
る
。
働
く
能
力
や
資
産
を
活
用

し
な
さ
い
、
親
族
の
援
助
や
社
会

保
障
給
付
が
あ
れ
ば
使
い
な
さ

い
、
そ
れ
で
も
足
り
な
け
れ
ば
、

足
り
な
い
分
だ
け
保
護
費
を
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
順
序
で
あ
る
。

　
自
助
を
最
初
に
挙
げ
る
こ
と
の

最
大
の
問
題
は
、
論
理
構
成
と
い

う
よ
り
、
人
々
の
心
理
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
困
っ
て
い
る
人
が
、
助
け
を
求

め
に
く
く
な
る
の
だ
。

　
そ
も
そ
も
自
助
と
言
わ
れ
て

も
、
ど
こ
ま
で
の
努
力
を
す
る
べ

き
か
、
あ
い
ま
い
だ
。
心
身
を
す

り
減
ら
し
、
蓄
え
も
底
を
つ
く
段

階
ま
で
求
め
ら
れ
る
の
か
。

　
自
助
が
強
調
さ
れ
る
と
、
助
け

を
求
め
る
こ
と
を
遠
慮
し
、
制
度

の
利
用
に
ひ
け
目
を
感
じ
る
人
が

増
え
る
。
近
年
は
他
人
に
対
し
て

努
力
が
足
り
な
い
と
責
め
る
風
潮

が
強
い
の
で
、
な
お
さ
ら
だ
。

　
し
か
も
困
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、

利
用
で
き
る
制
度
の
知
識
や
人
と

の
つ
な
が
り
が
乏
し
く
、
意
欲
・

気
力
も
低
下
し
て
い
る
。

　
「
助
け
て
」
と
言
え
な
い
人
々

こ
そ
、
社
会
保
障
や
福
祉
の
現
場

で
は
、
大
き
な
課
題
な
の
だ
。

　
貧
困
、介
護
負
担
、虐
待
、Ｄ
Ｖ
、

孤
立
死
、
過
労
死
、
自
殺
…
…
。

も
う
少
し
早
く
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て

く
れ
て
い
た
ら
、
と
い
う
ケ
ー
ス

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　
首
相
が
自
助
を
口
に
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
悲
劇
は
増
え
る
。

　
視
点
を
変
え
て
、
企
業
は
自
助

努
力
だ
け
で
競
争
を
勝
ち
抜
い
て

い
る
の
か
。
実
際
に
は
補
助
金
、

助
成
金
、
公
的
融
資
、
税
優
遇
の

し
く
み
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
そ
し
て
年
間
3
0
0
億
円
を
超

す
政
党
助
成
金
。
自
助
を
唱
え
る

政
党
・
政
治
家
は
、
先
に
そ
ち
ら

を
返
還
・
廃
止
し
な
さ
い
よ
。

（
20
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
強
迫
性
障
害
、
抑

う
つ
状
態
で
本
件
医
療
機
関
を

受
診
し
た
。
そ
の
後
、
医
師
は

初
診
か
ら
約
1
年
5
カ
月
後
に

ピ
ー
ゼ
ッ
ト
シ
ー
Ⓡ
（
ペ
ル

フ
ェ
ナ
ジ
ン
マ
レ
イ
ン
酸
塩
、

統
合
失
調
症
用
剤
）
と
ア
ナ
フ

ラ
ニ
ー
ル
Ⓡ
（
ク
ロ
ミ
プ
ラ
ミ

ン
塩
酸
塩
、
抑
う
つ
病
用
剤
）

を
組
み
合
わ
せ
て
処
方
し
た
。

患
者
は
散
発
的
な
受
診
で
あ
っ

た
が
、
治
療
効
果
を
認
め
て
い

た
た
め
継
続
的
に
処
方
し
た
。

本
件
医
療
機
関
に
は
初
診
か
ら

年
6
カ
月
後
に
、
患
者
が
本
件

医
療
機
関
に
来
院
し
て
、
ピ
ー

ゼ
ッ
ト
シ
ー
Ⓡ
が
原
因
で
遅
発

性
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
を
発
症
し
た

た
め
、
脳
深
部
刺
激
療
法
（
Ｄ

Ｂ
Ｓ
：deep brain stim

u-
lation

）
に
よ
る
脳
外
科
的

手
術
を
受
け
た
が
、
改
善
せ
ず

話
す
こ
と
や
書
く
こ
と
に
障
害

が
残
っ
た
と
訴
え
た
。

　
患
者
側
は
、
初
診
か
ら
約
2

年
3
カ
月
経
過
し
た
受
診
時
に

遅
発
性
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
発
症
の

兆
候
で
あ
る
手
の
震
え
の
症
状

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
見
落
し
て
ピ
ー
ゼ
ッ
ト

シ
ー
Ⓡ
を
処
方
し
続
け
た
こ
と

は
医
療
機
関
の
過
誤
と
し
て
、

額
は
明
確
で
な
い
が
賠
償
請
求

を
し
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
患

者
が
見
落
と
し
た
と
主
張
す
る

受
診
日
に
は
、
患
者
が
眠
気
を

訴
え
た
た
め
ピ
ー
ゼ
ッ
ト

シ
ー
Ⓡ
を
減
薬
し
た
。そ
の
際
、

患
者
は
遅
発
性
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア

を
疑
う
首
の
突
っ
張
り
等
の
症

状
を
訴
え
て
お
ら
ず
、
医
療
機

関
側
と
し
て
は
そ
の
時
点
で
は

ピ
ー
ゼ
ッ
ト
シ
ー
Ⓡ
の
適
応
は

あ
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
た
。

な
お
、
ピ
ー
ゼ
ッ
ト
シ
ー
Ⓡ
に

よ
る
副
作
用
と
し
て
遅
発
性
ジ

ス
キ
ネ
ジ
ア
は
予
見
可
能
で

約
2
年
6
カ
月
通
院
し
た
。
し

か
し
、
最
終
受
診
日
か
ら
約
9

カ
月
経
過
し
た
後
、
患
者
の
地

元
の
Ａ
医
療
機
関
か
ら
患
者
が

遅
発
性
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
、
眼
瞼

痙
攣
で
入
院
中
と
の
連
絡
が
あ

り
、
そ
の
際
、
Ａ
医
療
機
関
に

こ
れ
ま
で
の
患
者
へ
の
処
方
内

容
を
伝
え
た
。
Ａ
医
療
機
関
よ

り
連
絡
が
あ
っ
た
日
か
ら
約
1

向
精
神
病
薬
ピ
ー
ゼ
ッ
ト
シ
ー
Ⓡ
に
よ
っ
て

遅
発
性
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
を
発
症 

？

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
130

自
助
の
強
調
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
妨
げ
る

あ
っ
た
が
、
一
般
的
に
は
そ
の

リ
ス
ク
を
患
者
に
説
明
は
し
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
年
10
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
患
者
が
見
落
し
た
と
主
張
す

る
受
診
日
に
遅
発
性
ジ
ス
キ
ネ

ジ
ア
を
疑
う
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
副
作
用
と
し

て
の
遅
発
性
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
の

発
症
に
つ
い
て
も
、
患
者
側
に

は
説
明
し
て
い
な
い
が
、
仮
に

説
明
の
上
、
患
者
が
処
方
を
拒

否
し
他
の
薬
剤
に
変
更
し
た
場

合
で
も
、
副
作
用
の
リ
ス
ク
は

大
き
く
変
わ
ら
な
い
た
め
、
一

般
的
な
精
神
科
医
師
で
は
説
明

し
な
い
と
の
こ
と
か
ら
、
説
明

義
務
違
反
も
問
え
な
い
。
患
者

は
就
職
が
で
き
な
い
こ
と
も
訴

え
て
い
る
ら
し
い
が
、
基
礎
疾

患
と
し
て
、
強
迫
性
障
害
、
抑

う
つ
状
態
と
診
断
さ
れ
て
い
る

の
で
、
遅
発
性
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア

だ
け
が
就
職
で
き
な
い
原
因
と

も
断
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
医
療
過
誤
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
な
お
、
医
療
機
関
側

は
患
者
側
の
執
拗
な
ク
レ
ー
ム

に
耐
え
ら
れ
ず
に
弁
護
士
を
代

理
人
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

　
本
件
発
生
時
期
で
の
過
失
・

責
任
の
有
無
の
判
断
と
し
て
は

上
述
の
よ
う
に
な
る
。
し
か

し
、
錐
体
外
路
症
状
を
併
発
し

得
る
定
型
の
向
精
神
病
薬
の
処

方
中
に
お
い
て
は
、
ジ
ス
キ
ネ

ジ
ア
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
な

ど
の
錐
体
外
路
症
状
が
生
じ
始

め
た
場
合
は
、
今
後
は
原
疾
患

の
精
神
症
状
の
変
化
に
注
意
を

払
い
つ
つ
、
遅
発
性
ジ
ス
キ
ネ

ジ
ア
の
症
状
発
現
に
関
与
し
得

る
薬
剤
処
方
を
そ
の
時
点
で
中

傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
一
概

に
は
言
え
な
い
部
分
が
多
く
、

具
体
的
に
は
『
公
費
負
担
医
療

等
の
手
引
き
』
裏
表
紙
の
中
面

に
優
先
順
位
の
一
覧
表
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
で

ご
確
認
下
さ
い
。

　
な
お
、
41
43
44
45
の
福
祉
医

療
は
、
自
治
体
独
自
の
公
費
負

担
医
療
制
度
に
な
る
の
で
、
優

先
順
位
は
一
番
最
後
と
な
り
、

28
と
併
用
す
る
と
き
は
必
ず
公

費
②
欄
に
記
載
し
ま
す
。
そ
の

際
、
公
費
②
の
請
求
点
欄
は
28

に
係
る
点
数
を
差
し
引
か
ず

に
、
28
対
象
分
を
含
ん
だ
医
療

費
総
額
で
ご
記
載
下
さ
い
。

止
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
ア
キ

ネ
ト
ン
Ⓡ
な
ど
の
抗
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
剤
の
処
方
追
加
も
要
考
慮

と
な
ろ
う
。

〈
結
果
〉

　
弁
護
士
を
介
し
て
、
患
者
側

に
医
療
過
誤
が
な
か
っ
た
こ
と

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ク
レ
ー
ム

が
途
絶
え
て
久
し
く
な
っ
た
た

め
、
立
ち
消
え
解
決
と
み
な
さ

れ
た
。

金
融
共
済
委
員
会

（
11
／
18
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
1
件
、
加
入
審
査

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。 

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

2 0 2 0 年 (令和 2年) 1 2 月 1 0 日 第 3 0 8 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 7 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）
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医事紛争事例集
医師が選んだ60事例

―― 明日は我が身
定価 3,000円
京都協会会員 1,000円
他府県協会会員 2,000円
※いずれも税込、送料別



　
関
電
病
院
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
は
快
適
だ
っ
た
。
有
能
な

や
さ
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ

ん
に
大
事
に
し
て
も
ら
い
「
も

う
少
し
ご
飯
を
…
」
な
ん
て
と

て
も
言
え
な
い
、
楽
し
い
日
々

が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
定
期
の
検

査
で
全
身
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

な
が
ら
、
規
則
正
し
い
毎
日
を

過
ご
す
う
ち
に
体
重
も
減
り
、

血
液
状
態
も
ほ
ぼ
正
常
化
し
、

課
題
で
あ
っ
た
循
環
器
系
も
落

ち
着
き
が
見
ら
れ
た
。
リ
ハ
が

着
々
と
進
み
、
Ｐ
Ｔ
の
サ
ポ
ー

ト
下
に
四
点
杖
で
1
0
0
メ
ー

ト
ル
あ
る
廊
下
を
5
周
以
上
の

距
離
を
歩
け
る
く
ら
い
の
体
力

は
つ
い
て
き
た
。

　
気
が
つ
け
ば
も
う
師
走
、
年

の
暮
れ
が
近
づ
き
、
家
の
こ
と

が
気
に
な
り
出
し
た
。
夫
が
1

人
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る

が
、
大
変
で
あ
る
。
診
療
の
合

間
を
み
つ
け
て
は
大
阪
ま
で
来

て
く
れ
る
の
だ
が
、
話
を
聞
け

ば
聞
く
程
、
放
っ
て
お
け
な
い

現
実
が
迫
っ
て
く
る
。
娘
が

「
お
母
さ
ん
は
京
都
に
帰
ら
な

い
方
が
い
い
よ
」
と
言
っ
て
い

た
意
味
が
分
か
っ
て
く
る
。
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
だ
。
母
を
守
ろ

う
と
し
て
娘
は
ず
い
ぶ
ん
頑

張
っ
た
ん
だ
ろ
う
。「
な
ん
で

み
ん
な
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き

ひ
ん
の
や
ろ
」
と
ぼ
そ
っ
と

言
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
気
に

な
っ
て
い
た
。
職
員
は
ど
う
し

て
い
る
か
、
心
配
し
て
い
る
だ

ろ
う
。
訪
問
診
療
し
て
い
た
Ｈ

さ
ん
ら
私
の
患
者
さ
ん
た
ち

は
？　
学
校
医
は
？　
特
別
学

級
の
新
入
生
選
考
が
あ
る
時
期

だ
。
産
業
医
を
し
て
い
る
事
業

所
の
み
な
さ
ん
は
？　
健
診
の

委
員
も
あ
っ
た
し
、
介
護
保
険

の
認
定
審
査
委
員
も
あ
る
し
、

立
命
館
大
学
の
講
義
は
？　
も

ち
ろ
ん
保
険
医
協
会
も
。
大
変

な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
夫
、
お

嫁
さ
ん
、
娘
達
が
手
分
け
し
て

当
面
の
カ
バ
ー
は
し
て
く
れ
た

の
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と
引
き
継
ぎ

を
し
な
け
れ
ば
。

　
い
つ
ま
で
も
入
院
生
活
を
し

て
い
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
い

つ
帰
っ
て
も
い
い
よ
う
に
準
備

を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
排
泄
の
自
立
で
あ
る
。

転
院
時
に
は
3
人
介
助
だ
っ
た

が
、
今
や
1
人
で
良
く
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
自
立
で
は
な

い
。
夜
間
の
ト
イ
レ
も
想
定
す

る
と
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
使

お
う
と
い
う
堤
案
が
な
さ
れ

た
。
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
ト
イ
レ

に
行
き
た
い
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
な
ん
か
使
い
た
く
な
い
。

車
椅
子
か
ら
便
器
へ
の
移
乗
が

で
き
れ
ば
1
人
で
行
け
る
。
問

題
は
適
切
な
手
す
り
が
設
置
で

き
て
い
る
か
。
右
側
に
立
ち
上

が
り
15
セ
ン
チ
、
背
丈
の
高
さ

の
手
す
り
が
あ
れ
ば
、
左
片
麻

痺
で
あ
っ
て
も
1
人
で
ト
イ
レ

が
使
え
る
。
右
腕
を
バ
ー
に
通

し
、
首
と
肩
で
バ
ー
を
挟
ん
で

体
を
固
定
す
れ
ば
、
右
手
で
衣

服
の
着
脱
が
で
き
る
。
実
践
的

な
こ
れ
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
た
の
は
、
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
で
あ
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
看
護

師
の
Ｏ
さ
ん
だ
っ
た
。
彼
女
は

ま
た
「
夜
は
お
む
つ
を
使
い
ま

し
ょ
」
と
驚
き
の
提
案
を
し
て

く
れ
た
。
高
分
子
ポ
リ
マ
ー
と

い
う
文
明
の
利
器
を
利
用
し
な

い
手
は
な
い
と
言
う
。
他
に
も

細
か
い
実
生
活
に
即
し
た
ヒ
ン

ト
を
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
こ
う
い
う
方
が
お
ら
れ

る
こ
と
が
全
体
の
安
心
に
つ
な

が
る
の
だ
。

　
娘
は
休
み
を
も
ら
っ
て
、
私

の
介
護
生
活
の
た
め
の
実
家
の

改
造
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ

た
。
ト
イ
レ
の
バ
ー
も
理
想
的

な
形
で
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
よ

く
や
っ
て
く
れ
て
い
た
の
だ

が
、
な
か
な
か
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
私
に
「
お
母
さ
ん
は
障

害
受
容
が
で
き
て
な
い
」。

　
私
も
よ
く
使
っ
て
い
た
こ
の

言
葉
。
患
者
さ
ん
や
家
族
の
人

に
「
障
害
受
容
が
で
き
て
い
な

い
か
ら
、
な
ん
で
も
自
分
で
し

よ
う
と
し
は
る
。
気
を
つ
け
な

あ
か
ん
よ
」
と
言
っ
て
い
た
の

だ
。
言
わ
れ
て
初
め
て
、
患
者

さ
ん
を
非
難
す
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

「
障
害
受
容
」っ
て
?!
（
そ
の
②
）

経費の例
・日常業務に要する消耗品
・ 日常診療に要する材料費（衛生材料、消
毒薬など）

・ 換気のための軽微な改修（修繕費）
・水道光熱費、燃料費
・ 電話料、インターネット接続等の通信費
・ 医療施設・設備に係る火災保険、地震保
険、動産保険の保険料

・休業補償保険の保険料
・ 受付事務や清掃の外部委託費で従前から
の契約に係るもの
・  既存の診療スペースに係る家賃、既存の
医療機器・事務機器のリース料

支
援
金
の
経
費
対
象
が
拡
大

光
熱
費
や
保
険
料
な
ど

幅
広
く

　
日
本
医
師
会
は
11
月
25
日
定

例
記
者
会
見
に
て
、
厚
労
省
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
包
括
支
援
金
に
つ
い
て
、

「
対
象
経
費
が
感
染
防
止
対
策

に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
疑
義
が
あ
っ
た
が
、
以
下

の
よ
う
な
経
費
も
対
象
と
な
り

得
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
」

と
そ
の
経
費
の
例
を
明
ら
か
に

し
た
。
京
都
府
で
も
同
様
の
取

扱
い
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
、
日
常
業
務
に

必
要
な
幅
広
い
費
用
が
対
象
と

な
る
。
自
院
で
も
上
限
額
（
有

床
診
療
所
2
0
0
万
円
、
無
床

診
療
所
1
0
0
万
円
な
ど
）
ま

で
申
請
で
き
な
い
か
、
確
認
い

た
だ
き
た
い
。

2020年４月１日から2021年３月31日までに
要する費用が対象です。
京都府の申請締切は2021年２月28日まで。
各医療機関からの申請は１回限りですので、
ご注意下さい。
支援金の概要・申請方法については、
本紙3082号もご参照下さい。
不明な点があれば協会へご相談下さい。

緊急包括
支援事業

た
だ
い
ま
、リ
ハ
ビ
リ
奮
戦
中

垣田 さち子
（西陣）
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京都府保険医協会・融資斡旋利率表
（新　規）2020年12月～2021年 5 月委員会承認分（新規開業資金は★参照）適用
（既借入）2021年１月～12月適用

種 別 制 度 名 限度額（万円） 返済期間（カ年） 利率（年％） 前年比

開
業
医
融
資

設　 備　 資　 金 13,000 20 0.60

変更なし

長 期 運 転 資 金 1,000 5 0.60

中 期 運 転 資 金 1,000 3 0.60

短 期 運 転 資 金 1,000 1 0.60

子 弟 教 育 資 金 3,000 10 0.60

病院
融資

病 院 設 備 資 金 50,000 20 0.70 △0.05

病 院 運 転 資 金 3,000 3 0.60

変更なし勤
務
医

融
　
資

新 規 開 業 資 金 10,000 20 0.60

勤務医子弟教育資金 2,000 10 0.60

勤務医生活安定資金 500 3 0.60

自　由　ロ　ー　ン 5,000 10 0.60 2020年 　
12月1日現在

　協会の制度融資（開業医・病院・勤務医融資）の利率を見直しました。
　新規借入分の利率は、毎年２回、６月１日と12月１日に見直しを行ってお
り、下表利率は、20年12月～21年５月の金融共済委員会で承認される案件に
適用します（新規開業融資は★参照）。
　既借入分の利率は毎年１回、12月１日に見直しを行っており、下表利率は、
21年１月～12月に適用します。
　運転資金の手数料無料を12月以降も継続し、医業経営を引き続き支援します。
融資ご利用に関しては、協会までお気軽にご相談下さい。

融資 引き続き低利で斡旋

※2020年12月～2021年５月委員会承認分に適用
※取扱いは京都銀行（基金および国保の診療報酬振込指定銀行）のみ

新規開業融資は会員特別優遇金利と協会手数料無料を継続し、
開業をサポートしています。新規開業をご予定の先生は、ぜひご利用
下さい。

★新規開業融資も使いやすく！

( )

制　度 限度額 返済期間 利率（年） 協会手数料

新規開業資金 １億円 20カ年（据置12カ月） 0.3％ 0円

期間
限定

◆  万が一、事故やケガ、病気で「就業不能」
状態になったとき入院中だけで

　なく、自宅療養でも

一番必要なのは休業中の収入補償 !

休業補償制度

所得減少リスクをカバーする
保険として最適です。

（所得補償保険）
ご加入の生命保険や医療保険では、先生自身の入
院・治療費は賄えても、医院の維持・管理費、ご家
族の生活費まで賄えるでしょうか？
休業補償制度は、先生の所得の範囲内で補償額を設
定できます。
健康に問題のない今こそ、ご加入をご検討下さい。 ＤＣゴールドカード

　京都クレジットサービス㈱と提携しているゴール
ドカードは、京都府保険医協会の会員は個人・家
族・法人カードとも年会費は永久無料です。
　有利な特典も備えております。
　ぜひお申込みをご検討下さい。

のご案内

年会費
永久無料
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※ 詳細は本紙に同封している
案内チラシをご参照下さい。

運転資金の手数料無料を継続

2 0 2 0 年 (令和 2年) 1 2 月 1 0 日第 3 0 8 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 (8)毎月10日･25日発行

Ⓒもへろん

加入者が新型コロナウイ
ルスに感染し休業した場
合は保険の対象です。

傷病手当金

傷病手当金

所
得

所
得

病気で入院
仕事復帰

所得補償保険に加入していると・・・

所
得

所
得

所得補償保険

補償は、１年・２年・４年

コースから選べます
病気で入院

仕事復帰

所
得
減
少

所得減少をカバー
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